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第
一
節　

生
活
や
地
域
を
支
え
る
産
業
力
強
化
と
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備

一　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
県
内
産
業
経
済

　
「
一
〇
〇
年
に
一
度
の
経
済
危
機
」
と
呼
ば
れ
た
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
世
界
規
模
で
の
金
融

危
機
を
引
き
起
こ
し
、
各
国
は
輸
出
の
急
減
に
よ
る
経
済
の
縮
小
に
苦
し
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
日
本
で
は
他
国
に
比
べ
て
金
融
機
関
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
（
低
所
得
者
層
を
対
象
と
し
た
高
金
利
の
住
宅
ロ
ー
ン
）
へ
の

投
資
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
の
輸
出
に
依
存
し
た
経
済
成
長
が
災
い
し
て
そ
の
落
ち
込
み
幅
は
よ
り
大
き
く
な
っ

た
。
そ
の
後
、
急
速
に
進
ん
だ
円
高
も
追
い
打
ち
と
な
っ
て
輸
出
企
業
の
採
算
を
悪
化
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
二
〇
〇
〇
年
代

初
頭
以
来
の
物
価
下
落
が
工
業
製
品
の
み
な
ら
ず
サ
ー
ビ
ス
価
格
に
ま
で
浸
透
し
、
景
気
回
復
の
先
行
き
見
通
し
は
一
層
不
透

明
と
な
っ
た
。

　
こ
の
間
の
政
府
に
よ
る
景
気
対
策
は
、
定
額
給
付
（
二
十
年
）
や
エ
コ
カ
ー
減
税
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
導
入
（
二
十
一
年
）
等
に

み
ら
れ
る
需
要
喚
起
策
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
成
長
の
見
込
ま
れ
る
分
野
と
し
て
、
①
社
会
保
障
・
福
祉
分
野
（
少
子
高

第三章　グローバル化と力強い兵庫経済づくり

119



齢
化
に
対
応
し
た
医
療
、
介
護
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
需
要
）
や
②
環
境
分
野
（
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
製
品
へ
の
需
要
）、
③
安
全
・
安
心
な
食
品
な

ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
観
光
立
国
・
地
域
活
性
化
戦
略
と
も
密
接
に
関
連
す

る
も
の
と
さ
れ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
し
た
平
成
二
十
三
年
、
日
本
の
貿
易
収
支
は
第
二
次
石
油
危

機
で
原
油
輸
入
額
が
膨
ら
ん
だ
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
以
来
、
三
一
年
ぶ
り
と

な
る
赤
字
に
転
落
し
た
。
こ
う
し
て
、
デ
フ
レ
（
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
物
価
の
下
落
）
進

行
や
低
迷
す
る
株
価
、
貿
易
収
支
の
赤
字
転
換
等
に
よ
る
日
本
経
済
へ
の
不
安
が
一
段

と
高
ま
る
中
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
成
立
し
た
第
二
次
安あ

倍べ

晋し
ん
三ぞ

う
内
閣
は
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
を
掲
げ
て
経
済
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
大
胆
な
金
融
政

策
に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
、
機
動
的
な
財
政
支
出
に
よ
る
需
要
創
出
、
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
投
資
戦
略
の
「
三
本
の
矢
」
に
よ
る
持
続
的
経
済
成
長
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
平
成
二
十
五

～
二
十
六
年
の
円
高
是
正
や
株
価
回
復
、
ま
た
二
十
七
年
に
か
け
て
の
有
効
求
人
倍
率
上
昇
、
と
い
っ
た
面
に
現
れ
た
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、
名
目
賃
金
の
上
昇
は
緩
慢
で
、
物
価
の
上
昇
も
限
定
的
な
も
の
に
止
ま
り
、
急
速
な
円
安
の
進
展
も
従
来
の

よ
う
な
大
幅
な
輸
出
拡
大
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
輸
出
が
伸
び
悩
ん
だ
要
因
に
は
、
ス
ロ
ー
・
ト
レ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
世

界
貿
易
の
伸
び
率
が
低
調
な
状
況
や
、
こ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
円
高
局
面
に
よ
り
製
造
業
の
国
内
製
造
拠
点
が
海
外
に
移
転
し

て
い
た
こ
と
、
ま
た
従
来
高
い
比
較
優
位
を
維
持
し
て
き
た
電
機
産
業
部
門
の
競
争
力
低
下
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

（%）

（年度）平成

図 18　経済成長率（実質）の推移
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（「兵庫県民経済計算」、「 国民経済計算年次推計」より作成）
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の
点
は
製
造
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
本
県
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
。

県
内
産
業
経

済
の
動
向

平
成
十
九
年
か
ら
三
十
年
ま
で
の
一
二
年
間
に
お
け
る
兵
庫
県
の
実
質
経
済
成
長
率
は
、
最
初
の
三
年
間
で
二

度
の
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
翌
年
と
な
る
平
成
二
十
一
年
度
に
は
、
全
国
平
均
の
マ
イ

ナ
ス
二
・
四
％
を
大
き
く
下
回
る
マ
イ
ナ
ス
六
・
三
％
ま
で
落
ち
込
み
を
み
せ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
的
不
況
の

影
響
で
、
建
設
機
械
、
鉄
鋼
、
輸
送
用
機
械
な
ど
の
海
外
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
製
造
業
の
県
内
総
生
産
は
大
幅
減

と
な
っ
た
（
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
一
五・六
％
）
が
、製
造
業
が
占
め
る
県
内
総
生
産
の
割
合
は
二
三・七
％
と
全
国
（
一
八・六
％
）

よ
り
も
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
流
れ
は
県
全
体
の
景
気
回
復
に
一
層
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
二
十
二
年
か
ら
の
九

年
間
に
お
い
て
も
一
％
を
超
え
た
の
は
四
回
（
二
十
二
年
、二
十
五
年
、二
十
七
年
、二
十
九
年
）
で
、そ
の
う
ち
全
国
平
均
を
上
回
っ

た
の
は
三
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
主
要
経
済
指
標
で
み
る
と
本
県

経
済
は
依
然
と
し
て
全
国
の
約
四
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、
全
国

順
位
で
も
七
位
前
後
の
位
置
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
動
き
は
低
迷

し
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
う
し
た
動
向
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
を
中
心
に
発
展
し
て

き
た
本
県
の
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
県

内
の
生
産
構
造
（
県
内
総
生
産
）
を
み
る
と
、
平
成
二
十
年
に

か
け
て
や
や
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
第
二
次
産
業
の
構
成
比
が
二

十
一
年
に
は
一
年
で
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
下
げ
て
二
六
・
七
％
と

表 12　�リーマンショック前後の�
県内産業経済

年度 県内総生産
（億円）

構成比（％）
第1次
産業

第2次
産業

第3次
産業

平成18 205,998 0.5 31.4 68.1
19 205,403 0.5 30.3 69.2
20 201,073 0.5 32.2 67.4
21 187,383 0.5 26.7 72.8
22 195,738 0.5 28.6 71.0
23 193,075 0.5 27.9 71.7
24 194,255 0.5 28.2 71.2
25 196,778 0.5 28.0 71.5
26 201,308 0.4 28.4 71.2
27 206,843 0.5 27.2 72.3
28 208,627 0.6 27.3 72.1
29 212,239 0.5 27.4 72.0
30 211,946 0.5 27.1 72.4

� （「兵庫県民経済計算」より作成）
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な
り
、
そ
の
後
三
十
年
ま
で
に
三

〇
％
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
減
少
分
は
ほ
ぼ
第
三
次
産
業
に

吸
収
さ
れ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
平

成
三
十
年
に
お
け
る
本
県
の
第
二
次

産
業
の
構
成
比
（
二
七
・
一
％
）
と

全
国
平
均
の
そ
れ
（
二
六
・
六
％
）

と
の
差
が
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
に
ま
で

縮
小
し
た
こ
と
で
あ
る
。
県
内
工
業

（
従
業
者
四
人
以
上
の
事
業
所
）
の
従

業
者
数
や
製
品
出
荷
額
、
付
加
価
値

額
は
そ
れ
ぞ
れ
全
国
第
五
位
（
平
成

三
十
年
）
の
位
置
を
維
持
し
た
も
の

の
、
平
成
元
～
三
十
年
の
一
従
業
者

当
た
り
の
製
造
品
出
荷
額
及
び
付
加
価
値
額
の
伸
び
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
％
と
一
二
一
％
で
全
国
平
均
（
一
五
二
％
、
一
三

三
％
）
よ
り
は
低
く
、
本
県
の
強
み
は
や
や
希
薄
化
し
た
と
も
い
え
る
。

　
平
成
十
七
年
を
一
〇
〇
と
す
る
兵
庫
県
鉱
工
業
生
産
指
数
も
、
前
年
比
一
九
・
三
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
で
八
三
・
八
と
な
っ
た

表 13　兵庫県鉱工業生産指数の推移

区　分 平成18年 21 24 27 30
鉱工業 109.5 83.8 95.5 94.0 98.4
製造 109.5 83.8 95.5 94.0 98.4

製
造
工
業
内
訳

鉄鋼 102.0 73.7 87.3 91.6 89.5
非鉄金属 105.1 72.6 81.8 73.3 72.2
金属製品 99.8 75.7 85.9 75.5 76.9
一般機械 132.8 67.0 94.6 85.2 96.0
電気機械 103.2 103.6 120.3 136.5 131.2
情報通信機械 107.6 75.4 97.0 107.3 105.8
電子部品デバイス 141.5 163.0 146.6 160.2 149.1
輸送機械 113.7 75.1 88.2 84.2 112.5
精密機械 82.6 57.8 65.0 ─ ─
窯業・土石製品 102.9 75.5 104.7 104.7 112.0
化学 101.9 93.0 89.4 100.1 104.6
石油・石炭製品 107.0 92.8 103.3 95.6 92.9
プラスチック製品 97.9 71.4 81.1 72.1 69.7
紙パルプ 101.8 83.2 66.6 65.7 67.7
繊維 93.9 76.0 80.8 71.0 66.9
食料品 103.9 98.9 96.5 92.2 90.2

そ
の
他

ゴム製品 103.2 94.3 103.1 106.0 114.0
皮革製品 85.7 55.1 44.7 36.1 32.2
家具 97.7 88.6 14.9 16.8 16.1
木材・木製品 89.8 53.9 141.5 64.5 49.6
印刷 102.6 115.4 116.8 84.6 64.4
鉱業 106.5 45.3 65.0 72.3 70.3

（注）平成24年は精密機械のみ平成17年（それ以外は平成22年）を100とする数値。
� （「兵庫県統計書」より作成）
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平
成
二
十
一
年
以
降
は
二
十
三
年
の
一
〇
〇
を
除
く
と
九
五
前
後
を
推
移
し
て
お
り
、
製
造
業
は
停
滞
を
続
け
て
い
る
。
そ
の

内
訳
を
み
る
と
、平
成
三
十
年
ま
で
の
期
間
中
に
終
始
一
〇
〇
以
上
で
推
移
し
て
好
調
で
あ
っ
た
の
は
電
子
部
品
デ
バ
イ
ス（
二

十
一
年
一
六
三
・
〇
→
三
十
年
一
四
九
・
一
）
と
電
気
機
械
（
二
十
一
年
一
〇
三
・
六
→
三
十
年
一
三
一
・
二
）
で
、
製
品
出
荷
額
等
で

み
る
特
化
係
数
（
全
国
と
比
べ
て
県
が
ど
の
産
業
に
特
化
し
て
い
る
か
を
示
す
指
標
）
で
は
電
気
・
電
子
部
品
・
情
報
通
信
機
械
（
二

十
九
年
）
も
一
・
二
一
ま
で
上
昇
し
て
い
た
。
突
出
し
て
い
た
そ
れ
ら
二
業
種
の
他
に
は
化
学
や
ゴ
ム
製
品
、
窯
業
・
土
石
が

安
定
し
て
い
た
が
、他
方
で
本
県
の
特
化
係
数
が
も
と
も
と
高
か
っ
た
鉄
鋼
（
二
十
九
年
二・二
七
）
や
一
般
機
械
（
二
十
九
年
一・

三
三
）
と
い
っ
た
産
業
は
二
十
年
代
後
半
に
入
っ
て
か
ら
も
一
〇
〇
を
割
り
込
む
低
調
な
状
態
が
続
い
て
い
た
。

本
県
輸
出
関
連
製

造
業
の
構
造
変
化

本
県
の
強
み
で
も
あ
っ
た
重
工
業
の
停
滞
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
諸
国
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

　
出
荷
額
で
全
国
第
二
位
の
鉄
鋼
業
は
、国
内
大
手
企
業
の
全
て
が
兵
庫
県
内
に
立
地
し
て
お
り
、高
性
能
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー

向
け
鋼
材
の
提
供
や
、
環
境
に
適
合
し
た
取
組
な
ど
で
業
態
を
進
化
さ
せ
て
き
た
が
、
外
部
環
境
の
変
化
に
よ
り
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
た
。

　
国
内
外
の
鉄
鋼
需
要
増
大
で
一
時
は
回
復
も
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
急
激
な
粗
鋼
生
産
能
力
の
向
上
に
よ
り
、
世
界

の
鉄
鋼
市
場
で
は
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
供
給
過
剰
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
高
炉
各
社
は
価
格
競
争
力
強
化
の
た
め
に
生
産
拠
点
の
集
約
化
を
進
め
た
。
ま
た
、
粗
鋼
生
産
で
は
な
く
最

終
製
品
に
近
い
鋼
材
を
現
地
ユ
ー
ザ
ー
へ
適
時
か
つ
低
コ
ス
ト
で
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
下
工
程
（
冷
延
、
め
っ
き
等
）
を
拡

充
し
、
ア
ジ
ア
等
の
外
需
取
込
み
を
図
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
本
県
を
拠
点
と
す
る
神
戸
製
鋼
所
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。

第三章　グローバル化と力強い兵庫経済づくり

123



産
に
振
り
向
け
る
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
同
時
に
航
空
機
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
医
療
福
祉
な
ど
、
新
産
業
分
野
へ
の
製
品
供
給

能
力
を
高
め
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
本
県
に
は
、
一
般
機
械
（
原
動
機
や
建
設
機
械
、
蒸
気
機
関
、
タ
ー
ビ
ン
等
）
や
電
気
機
械
（
電
装
品
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
パ
ネ
ル
、
二

次
電
池
等
）、
輸
送
用
機
械
（
二
輪
車
や
自
動
車
部
品
、
船
舶
、
鉄
道
車
両
等
）
と
い
っ
た
加
工
組
立
型
製
造
業
が
集
積
し
、
域
外
需

要
を
確
保
し
な
が
ら
、
域
内
に
所
得
と
雇
用
を
も
た
ら
す
地
域
基
幹
産
業
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
鉱
工
業
生
産
の
回
復
局
面
に
お
い
て
は
、
自
動
車
部
品
や
半
導
体
、
電
機
製
品
等
の
輸
出
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し

か
し
そ
の
一
方
、
技
術
力
を
高
め
た
新
興
国
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
が
進
ん
だ
こ
と
で
厳
し
い
競
争
を
強
い
ら
れ
、
企
業
が
対
応

を
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
に
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
乗
り
越
え
た
神
戸
復
興
の
象
徴
と

も
さ
れ
た
神
戸
製
鉄
所
の
高
炉
を
休
止
し
、
加
古
川
製
鉄
所
へ
の
高
炉
集
約
化
を
進
め

て
生
産
効
率
向
上
を
目
指
し
た
。
ま
た
自
動
車
用
鋼
板
製
造
の
た
め
中
国
に
お
い
て
設

立
し
た
合
弁
会
社
も
平
成
二
十
八
年
に
開
業
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
動
向
の
背
景
に
は
、
加
工
組
立
型
工
業
の
海
外
進
出
に
よ
る
産
業
の
空
洞

化
が
進
展
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
加
え
て
、
原
料
価
格
の
高
騰
や
東
日
本
大
震
災
後

の
電
力
政
策
の
転
換
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
は
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
収
益

力
を
悪
化
さ
せ
た
。
世
界
規
模
で
の
経
済
の
グ
リ
ー
ン
化
（
経
済
成
長
と
環
境
保
全
の
両

立
を
図
る
こ
と
）
も
進
む
中
で
、
限
ら
れ
た
生
産
能
力
を
よ
り
高
付
加
価
値
製
品
の
生

写真 45　�神戸製鋼所加古川製鉄所の高炉（神
戸製鋼所提供）
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例
え
ば
、
か
つ
て
薄
型
テ
レ
ビ
は
、
大
画
面
は
プ
ラ
ズ
マ
、
中
小
型
が
液
晶
と
い
う
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
た
が
、
技
術
革

新
に
よ
り
液
晶
パ
ネ
ル
の
大
型
化
が
可
能
と
な
り
、
コ
ス
ト
競
争
力
で
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
は
液
晶
テ
レ
ビ
の
後
塵
を
拝
し
た
。

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
を
生
産
す
る
最
後
の
国
内
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
末
で
プ
ラ
ズ
マ
テ

レ
ビ
向
け
パ
ネ
ル
（
以
下
、
Ｐ
Ｄ
Ｐ
）
事
業
か
ら
完
全
に
撤
退
し
た
。
同
事
業
は
、
も
と
も
と
平
成
十
七
年
に
県
の
肝
い
り
で

行
わ
れ
た
尼
崎
へ
の
工
場
誘
致
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
第
三
編
第
三
章
第
一
節
参
照
）。
平
成
二
十
一
年
ま
で
に

三
つ
の
工
場
で
操
業
を
開
始
し
、
土
地
面
積
約
三
八
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
八
個
分
）
に
及
ぶ
ハ
イ
テ
ク
工
場
群
に

お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ズ
マ
関
連
の
過
剰
投
資
が
親
会
社
で
あ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の

経
営
不
振
の
元
凶
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
社
の
液
晶
パ
ネ
ル
の
製
造
拠
点
で
あ
っ
た
姫
路
工
場
で
は
、
テ
レ
ビ
用
パ
ネ
ル
の

生
産
比
率
を
引
き
下
げ
て
（
平
成
二
十
八
年
に
は
テ
レ
ビ
向
け
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産
を
終
了
）、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
車
載
・
産
業
分

野
な
ど
多
用
途
パ
ネ
ル
の
生
産
へ
と
転
換
を
図
り
、
ま
た
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
事
業
の
可
能
性
を
模
索
す
る
な
ど
し
た
が
、
同
事

業
も
ま
た
世
界
的
な
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
事
業
の
継
続
は
困
難
と
な
っ
た
。

　
一
般
機
械
の
分
野
で
は
、
東
播は
り

磨ま

地
域
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
立
ち
向
か
う
高
次
製
造
拠
点
の
形
成
が
進
め
ら
れ
た
。

高た
か
砂さ

ご
市
製
造
業
の
出
荷
額
の
約
四
割
を
占
め
る
は
ん
用
機
械
製
造
業
（
ボ
イ
ラ
ー
、
タ
ー
ビ
ン
、
原
動
機
等
）
で
は
、
生
産
性
の

向
上
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
十
～
二
十
四
年
ま
で
に
か
け
て
従
業
員
一
人
当
た
り
の
製
造
品
出
荷
額
等
が
五
五

〇
〇
万
円
か
ら
八
八
〇
〇
万
円
へ
と
増
加
し
た
。
ま
た
平
成
二
十
六
年
に
は
、
三
菱
重
工
業
が
世
界
の
重
電
メ
ー
カ
ー
間
の
競

争
激
化
に
対
応
す
る
た
め
、
日
立
製
作
所
と
火
力
発
電
事
業
を
統
合
す
る
「
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
設
立
し
て
、

更
な
る
事
業
強
化
と
再
編
を
図
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
三
菱
重
工
業
高
砂
製
作
所
は
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
高
砂
工
場
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ト
化
）」
が
追
加
さ
れ
た
。
平
成
三
十
年
度
に
は
、
中
小
製
造
業
の
人
手
不
足
へ
の
対
応
、
生
産
性
向
上
・
競
争
力
強
化
を
図

る
た
め
、
新
産
業
創
造
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
に
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
相
談
窓
口
」
を
新
設
し
、
生
産
現
場

を
知
る
企
業
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
相
談
対
応
や
専
門
家
派
遣
、
補
助
金
の
交
付
な
ど
、
初
期
の
検
討
か
ら
本
格
導
入
に
至
る
ま
で
段
階

に
応
じ
た
支
援
が
行
わ
れ
た
。

　
生
産
性
の
向
上
は
、
大
手
企
業
と
中
小
企
業
の
賃
金
格
差
縮
小
、
ひ
い
て
は
若
者
の
中
小
企
業
へ
の
呼
び
込
み
に
も
つ
な
げ

う
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
県
内
の
第
三
次
産
業
を
含
む
非
製
造
業
の
利
益
率
は
、
そ
の
生
産
性
の
低
さ
か
ら
製
造

業
に
比
べ
低
位
に
と
ど
ま
る
。
Ｉ
Ｔ
投
資
に
つ
い
て
両
者
を
比
較
し
て
も
、
製
造
業
が
「
攻
め
の
Ｉ
Ｔ
投
資
」（
企
業
の
売
上
増

や
新
た
な
付
加
価
値
の
提
供
を
目
的
と
し
た
投
資
）
を
指
向
す
る
の
に
対
し
、
非
製
造
業
で
は
社
内
業
務
の
電
子
化
に
よ
る
コ
ス
ト

と
な
っ
た
。

成
長
産
業
の
創
出
と

産
業
競
争
力
の
強
化

県
は
、
も
の
づ
く
り
に
み
る
強
み
の
低
下
と
い
う
課
題
に
対
し

て
、
成
長
分
野
で
の
産
業
の
創
出
・
育
成
と
既
存
産
業
の
技
術

高
度
化
に
よ
る
競
争
力
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
対
応
し
た
。

　
成
長
が
見
込
ま
れ
る
次
世
代
産
業
へ
の
中
小
企
業
の
新
規
参
入
・
事
業
拡
大
等
を
支

援
し
て
き
た
「
次
世
代
産
業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
平
成
二
十
七
～
二
十
九
年
度
）

の
後
継
事
業
で
あ
る
「
ひ
ょ
う
ご
次
世
代
産
業
高
度
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
三
十
年
度
～
）

で
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
航
空
・
宇
宙
」「
ロ
ボ
ッ
ト
」「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
健
康
・

医
療
」
に
新
次
世
代
産
業
と
し
て
「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）・Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

写真 46　�三菱日立パワーシステムズ高砂工場
が製造する発電用ガスタービン（三
菱重工業提供）
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削
減
を
目
的
と
し
た
「
守
り
の
Ｉ
Ｔ
投
資
」
を
選
択
す
る
事
業
者
の
割
合
が

高
い
。
雇
用
吸
収
力
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
業
の
生
産
性
向
上
を
図
る
に
は
、
研

究
開
発
や
能
力
開
発
投
資
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
よ
り
積
極

的
な
も
の
に
転
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
平
成
二
十
八
年
の
本
県
に
お
け
る
中
小
事
業
所
は
、
全
事
業
所
の
九
八
・

九
％
、
従
業
者
の
七
七
・
一
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
は
極
め
て
高

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
県
内
各
地
域
に
存
在
す
る
中
小
企
業
の
中
に
は
、

世
界
で
通
用
す
る
優
れ
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
で
高
い

シ
ェ
ア
を
誇
る
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
」
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
企
業
が
地
域
の
稼
ぐ
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
加
工
組
立
型
製
造
業
の
分
野
で
は
、
電
気
機
械
製
造
の
よ
う
に
、

製
品
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
生
産
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
を
伴
う
製
造
設
備
の
均
質
化

が
進
ん
だ
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
ア
ジ
ア
新
興
国
と
の
技
術
力
格
差
が
縮
小

し
て
ゆ
く
中
、
中
小
企
業
を
中
心
に
し
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
や
、
ニ
ッ
チ

分
野
で
の
ト
ッ
プ
戦
略
の
重
要
性
が
よ
り
高
ま
り
を
見
せ
た
。

　
阪
神
・
神
戸
地
域
、
播
磨
臨
海
地
域
に
は
、
基
礎
素
材
型
製
造
業
、
加
工

組
立
型
製
造
業
の
大
規
模
事
業
所
周
辺
を
中
心
に
約
五
八
〇
〇
カ
所
の
中
小

表 14　中小企業が本県経済に占めるウェイト（平成28年）

区分
事業所数（カ所） 従業者数（人）

総数
（a）

中小事業所 （b/a）
（％）

総数
（c）

中小事業所 （d/c）
（％）（b） 小規模事業所 （d） 小規模事業所

全産業（民営、非農林漁業） 213,519 211,199 155,483 98.9 2,195,891 1,692,739 520,230 77.1
建設業 16,851 16,849 16,154 100.0 110,137 108,595 78,171 98.6
製造業 18,155 18,007 14,829 99.2 404,201 289,869 87,087 71.7
卸売、小売業 54,143 53,266 34,686 98.4 449,366 346,797 90,727 77.2
飲食店、宿泊業 29,188 28,906 20,476 99.0 206,806 179,574 54,970 86.8
生活関連サービス業、娯楽業 18,423 18,379 15,155 99.8 96,619 88,246 32,955 91.3
医療、福祉 18,954 18,530 7,666 97.7 321,523 216,366 24,418 67.3
その他 57,795 57,262 46,517 99.1 607,239 463,292 151,902 76.3

※中小事業所　：�常用雇用者が、卸売業、サービス業は100人未満、小売業及び飲食店は50人未満、
製造業その他は300人未満

　小規模事業所：常用雇用者が、卸売業、小売業、サービス業は5人未満、製造業その他は20人未満
� （「経済センサス」より作成）

第三章　グローバル化と力強い兵庫経済づくり

127



事
業
所
が
集
積
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
中
小
企
業
に
は
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
企
業
と
言
え
る
高
い
技
術
力
を
持
つ
企
業
や
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
核
と
な
る
企
業
が
含
ま
れ
る
。
こ
う
し

た
企
業
の
育
成
に
は
、
中
小
企
業
が
単
独
で
は
容
易
に
得
が

た
い
開
発
力
や
提
案
力
、
人
材
求
心
力
を
補
完
し
合
い
、
新

製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
経
営
革
新
、
販
路
開
拓
等
に

つ
な
げ
る
た
め
の
産
学
官
連
携
や
異
業
種
交
流
、
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
へ
の
取
組
が
必
要
と
な
る
が
、
県
で
は

次
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
た
。

　
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
進
め
て
い
る
大
学
や
企
業
と

連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
技
術
開
発
研
究
で
は
、
平
成

二
十
七
年
度
に
九
五
件
の
実
績
を
上
げ
た
。
一
例
を
挙
げ
る

と
、
新
産
業
創
造
研
究
機
構
や
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
民

間
企
業
（
神
栄
化
工
）
と
が
共
同
で
進
め
て
い
る
セ
ル
ロ
ー

ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）
と
ゴ
ム
材
料
の
複
合
化
技

術
を
活
用
し
た
、
環
境
配
慮
型
の
超
軽
量
・
高
機
能
シ
ュ
ー

ズ
の
開
発
が
あ
る
。
開
発
し
た
Ｃ
Ｎ
Ｆ
補
強
ス
ポ
ン
ジ
ゴ
ム

表 15　兵庫県によるオンリーワン認定企業（平成28・29年度）

年度 企業名 所在地 独自の技術・製品の概要

28

伊東電機（株） 加西市 ローラコンベヤ用モータローラの製造
（株）岡崎製作所 神戸市中央区 温度センサ及び電気ヒーターの製造
音羽電機工業（株） 尼崎市 避雷器・SPD・雷関連製品の製造
（株）カコテクノス 神戸市須磨区 鉄道車両用ブレーキ・保安装置等の製造
（株）桂スチール 姫路市 独自開発設備を使用した受注生産の溶接H形鋼の製造
（株）三徳 神戸市東灘区 レア・アース合金等の製造
但馬ティエスケイ（株）豊岡市 冷間鍛造による小径深穴（貫通穴）の加工技術
濱中製鎖工業（株） 姫路市 海洋構築物チェーン及び船舶用チェーンの製造
ミツ精機（株） 淡路市 航空機部品等の加工技術

29

近畿工業（株） 神戸市中央区 破砕機等の環境・リサイクル機器の製造
（株）コーアツ 伊丹市 ガス系消火設備の製造
佐和鍍金工業（株） 姫路市 精巧かつ短納期で対応可能なめっき加工技術
（株）千石 加西市 遠赤グラファイトを活用したグリル＆トースターの製造
日藤ポリゴン（株） 多可町 ポリゴンマシン、スロッターマシン等の工作機械の製造
明昌機工（株） 丹波市 ナノインプリンター等、先端精密機器の製造
（株）WADECO 尼崎市 製鉄高炉内を詳細に計測可能なミリ波センサの製造

� （兵庫県ホームページを参照して作成）
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材
料
を
靴
底
材
に
利
用
し
て
試
作
さ
れ
た
ア
シ
ッ
ク
ス
社
の
ス
ポ
ー
ツ

シ
ュ
ー
ズ
は
、平
成
二
十
八
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た「nano tech 2016

」（
第

一
五
回
国
際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合
展
・
技
術
会
議
）
に
出
展
さ
れ
、nano 

tech

対
象
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
（
ラ
イ
フ
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
）
を

受
賞
し
た
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
小
企
業
か
ら
製
品
開
発
の
構
想
段

階
で
の
試
作
や
研
究
を
受
託
す
る
等
の
支
援
も
行
っ
た
（
平
成
二
十
七
年
度

の
受
託
件
数
は
七
六
六
件
に
及
ぶ
）。

　
県
は
ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

対
象
と
な
る
の
は
、
従
来
の
市
場
や
技
術
の
延
長
で
は
な
く
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
新
し
い
発
想
で
新
分
野
へ
の
進
出
、

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
販
路
開
拓
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
、
県
内
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
兵
庫
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
、
兵
庫
工
業
会
、
兵
庫
県
工
業
技
術
振
興
協
議
会
の
会
員
企
業
及
び
ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
関
係
企

業
を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
す
る
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
は
、「
帋
屋
【
Ｋ
ａ
ｍ
ｉｙ
ａ
】
～All 

m
ade in 

兵
庫
。
世
界
で
こ
こ
に
し
か
な
い
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
～
」
事
業
（
平
成
二
十
八
年
度
）
が
あ
る
。
製
作
、
デ
ザ
イ
ン
や

販
売
、
広
報
に
通
じ
た
地
元
の
協
力
メ
ン
バ
ー
が
、
身
近
で
日
用
使
い
で
き
る
製
品
に
よ
り
兵
庫
が
誇
る
伝
統
産
業
で
あ
る
紙

産
業
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
こ
と
を
目
指
し
、奈
良
時
代
か
ら
一
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
多
可
町
産
の
手
す
き
和
紙「
杉

原
紙
」
な
ど
を
素
材
と
し
た
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
の
製
造
・
販
売
に
取
り
組
ん
だ
。
帋
屋
の
バ
ッ
グ
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
に

神
戸
で
開
催
さ
れ
た
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
産
業
メ
ッ
セ
に
出
展
さ
れ
、
全
国
の
生
活
雑
貨
工
芸
品
を
扱
う
人
気
シ
ョ
ッ
プ
を
展

写真 47　��開 発 材 料 の「nano�tech�
2016」出展（産業技術総合
研究所提供）
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ま
た
、
新
事
業
や
新
分
野
進
出
等
を
促
進
す
る
た
め
、
中
小
企
業
が
策
定
す
る
経
営
革
新
計
画
を
審
査
・
承
認
す
る
と
と
も

に
、
潜
在
力
の
高
い
企
業
を
成
長
期
待
企
業
と
し
て
選
定
し
、
ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
に

よ
る
指
導
・
助
言
や
専
門
家
派
遣
等
の
支
援
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
新
製
品
開
発
等
を
促
進
す
る
新
規
事
業
創
出
支
援
貸

付
や
、
中
小
企
業
の
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
応
援
す
る
「
キ
ラ
リ
ひ
ょ
う
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
支
援
策
も
引
き
続

き
講
じ
ら
れ
た
。

　
中
小
企
業
に
対
す
る
円
滑
な
資
産
供
給
を
図
る
た
め
、
県
で
は
金
融
機
関
や
信
用
保
証
協
会
と
協
力
し
、
低
利
・
固
定
・
長

期
の
資
金
に
よ
る
中
小
企
業
融
資
制
度
を
実
施
し
た
。
そ
こ
に
は
新
分
野
へ
の
進
出
や
設
備
投
資
な
ど
の
前
向
き
資
金
の
融
資

を
充
実
さ
せ
、
県
内
中
小
企
業
の
積
極
的
な
事
業
展
開
を
資
金
面
か
ら
支
え
る
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
技
術
・
経
営
力
評
価
制
度
に
お
け
る
評
価
書
の
発
行
件
数
が
、
平
成
二
十
七
年
九
月
に
一
〇
〇
〇
件
を
突

開
す
る
中な
か

川が
わ

政ま
さ

七し
ち

商
店
の
バ
イ
ヤ
ー
の
目
に
も
留
ま
る
な
ど
、
事
業
者
は
海
外
市
場
へ
の

展
開
ま
で
視
野
に
入
れ
た
商
品
化
へ
の
確
か
な
手
応
え
を
得
た
。

　
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
県
内
商
工
会
議
所
・
商
工
会
等
に
経
営

指
導
員
等
を
配
置
し
、
年
間
延
べ
一
五
万
件
以
上
の
経
営
相
談
や
指
導
等
が
行
わ
れ
て
い

た
。ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
中
核
機
関
と
し
た「
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ひ
ょ

う
ご
」
で
も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
、
年
間

約
一
〇
万
件
以
上
の
相
談
に
対
応
す
る
な
ど
、
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
が
実
施

さ
れ
た
。

写真 48　�ひょうご産業活性化センターの
相談窓口
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破
し
た
。
同
制
度
は
、
技
術
力
・
成
長
性
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
担
保

力
が
乏
し
い
こ
と
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
中
小
企
業
に
対
し
て
、
技
術

力
・
成
長
性
を
評
価
し
た
評
価
書
を
発
行
し
、
円
滑
な
資
金
調
達
等
を
支
援
す

る
も
の
で
、
平
成
十
七
年
度
の
開
始
以
来
着
実
に
実
績
を
積
み
上
げ
た
。
本
県

を
モ
デ
ル
と
し
て
、
他
府
県
で
も
同
様
の
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
国

の
「
日
本
再
興
戦
略
」
の
中
で
も
「
融
資
判
断
の
際
に
活
用
で
き
る
技
術
評
価

の
仕
組
み
の
構
築
に
取
り
組
む
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
本
県
発
の
仕
組
み
が
全
国

的
な
広
が
り
を
み
せ
た
。

地
場
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
新
た
な
販
路
の
開
拓

県
内
に
は
、
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
て
地
域
に
根

ざ
し
た
地
場
産
業
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
地

域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確
保
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

安
価
な
海
外
製
品
と
の
競
合
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
後
継
者
不
足
等
に

よ
り
、
地
場
産
業
の
生
産
額
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
厳
し
い
経
営

環
境
が
続
く
中
で
も
、
海
外
へ
の
セ
ー
ル
ス
強
化
で
輸
出
を
拡
大
し
て
い
る
清

酒
や
、
全
国
各
地
で
の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
を
行
う
こ
と
で
販
売
を
伸
ば
し
て
い
る

豊
岡
鞄
な
ど
、
積
極
的
な
取
組
が
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
産
地
も
存
在
し
た
。

地
場
産
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
、
魅
力
あ
る
商
品
の
開
発
、
海
外
市
場

平成

図 19　地場産業の生産額の推移（県内主要 12 産地）
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を
視
野
に
入
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
開
拓
等
を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
中
、
県
で
は
「
地
場
産
業
ブ
ラ
ン
ド

強
化
促
進
事
業
」
と
し
て
、
産
地
組
合
等
に
よ
る
国
内
外
の
展
示
会
へ
の
出
展
や
新
商
品
・
新
技
術
の
開
発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
調
査
等
の
支
援
を
総
合
的
に
行
っ
た
。

〔
皮
革
・
鞄
〕

　
千
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
「
姫
路
白
鞣な
め
し

革
」
を
代
表
的
製
品
と
し
て
、
現
代
に
至
る
ま
で
兵
庫
県
の
皮
革
産
業
は
皮
革
製

品
の
一
大
産
地
で
あ
り
、
そ
の
一
次
製
品
の
生
産
量
は
全
国
の
六
割
弱
を
占
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
十
六
年
三

月
に
日
本
と
メ
キ
シ
コ
と
の
間
で
行
わ
れ
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
交
渉
に
お
い
て
皮
革
・
革
製
品
の
関
税
撤
廃
枠
の
導

入
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
同
産
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
揉
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
原
材
料
や
燃
料
費
の
高
騰
も
追
い
う

ち
を
か
け
て
企
業
の
収
益
性
が
ま
す
ま
す
低
下
す
る
中
、
平
成
二
十
年
代
に
入
る
と
そ
の
生
産
は
激
減
し
て
い
た
。

　
他
方
で
、
鞄
製
品
も
景
気
の
低
迷
に
よ
る
末
端
消
費
者
の
買
い
控
え
に
よ
り

景
況
は
厳
し
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
安
価
な
輸
入
品
の
攻
勢
、

進
行
す
る
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
学
生
指
定
鞄
の
受
注
が
減
少
す
る
な
ど
に
加

え
、
材
料
の
仕
入
れ
値
の
上
昇
は
鞄
メ
ー
カ
ー
の
収
益
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
全
国
最
大
の
鞄
産
地
で
あ
る
豊
岡
市
で
は
、
平
成
十
八
年
に

県
内
で
初
め
て
「
豊
岡
鞄
」
の
地
域
団
体
商
標
を
取
得
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
り
、

市
内
の
宵よ
い
田だ

商
店
街
の
空
き
店
舗
に
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
若
手
職
人
を
育
成

す
る
学
校
を
併
設
し
た
「
ト
ヨ
オ
カ
・
カ
バ
ン
・
ア
ル
チ
ザ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」

写真 49　�トヨオカ・カバン・アルチザン・
アベニュー（平成 26 年）（豊岡
まちづくり提供）
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を
開
業
し
た
り
し
て
、
知
名
度
を
上
げ
る
取
組
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
産
地
で
は
従
来
の
産
地
問

屋
か
ら
地
方
問
屋
（
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
）
を
経
由
し
て
小
売
店
で
販
売
す
る
と
い
う
流
通
ル
ー

ト
か
ら
、
直
接
小
売
店
に
持
ち
込
む
割
合
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
ア
パ
レ
ル
関
連
や
雑
貨
店
、
ま

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
増
加
す
る
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
と
い
っ
た
取
扱
い
チ
ャ
ネ

ル
の
多
様
化
は
、
新
規
の
販
路
開
拓
の
重
要
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に

は
、
国
内
外
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
等
を
通
じ
た
地
場
産
品
の
魅
力
発
信
が
効
果
的
で
あ
っ
た
。

　
国
内
で
は
、
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
神
戸
シ
ュ
ー
ズ
、
播
州
織
、
豊
岡
鞄
、
ひ
ょ
う
ご
天
然
皮
革
製
品
な
ど
を
有
名
モ

デ
ル
が
身
に
つ
け
て
登
場
す
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
が
初
開
催
さ
れ
た
。
会
場
内
で
は
産
品

の
展
示
紹
介
ブ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
て
好
評
を
博
し
た
。

　
ま
た
海
外
で
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

展
示
会
に
出
品
さ
れ
た
、
皮
革
業
者
と
鞄
や
小
物
、
衣
料
等
の
皮
革
製
品
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
ト
製
品
が
高
い
評
価
を
得
て
、
欧
州
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の
注
文
を
多
数
受
け
た
。

同
年
九
月
に
も
、パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
見
本
市
「
プ
ル
ミ
エ
ー
ル・ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
２
０
１
６
」
に
て
、
姫
路
市
の
坂
本
商
店
が
皮
革
部
門
三
賞
の
一
つ
で
手
触
り
や
風
合
い

等
を
評
価
す
る
「
ハ
ン
ド
ル
賞
」
を
日
本
企
業
と
し
て
初
め
て
受
賞
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
県
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
出
品
経
費

の
支
援
、
ひ
ょ
う
ご
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
・
兵
庫
県
パ
リ
事
務
所
に
よ
る
通
関
手
続
き
や
展
示
・
商
談
の
際
の
通
訳
支
援

表 16　産地組合等が出展した国外の展示会例（平成29年度）

地場産業名 展示会名 場所 備考
三木金物 台湾五金展 台湾
小野金物 ＢtoＢ消費財見本市「Ambiente」 ドイツ 世界最大級
手延素麺 国際食品展示会「Gulfood�2018」 ドバイ 中東最大級
線香 インテリア国際見本市「Maison�et�Objet」フランス 世界最大級
真珠加工 香港国際宝飾展 香港
� （「ひょうご経済・雇用白書」を参照して作成）
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が
行
わ
れ
た
。

〔
清
酒
〕

　
平
成
二
十
八
年
五
月
、
世
界
最
大
規
模
の
最
も
影
響
力
の
あ
る
ワ
イ
ン
品
評
会
Ｉ
Ｗ
Ｃ

（International W
ine　

Challenge

）「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
部
門
」
の
審
査
会
が
ロ
ン
ド
ン
以
外
で
は
初

め
て
の
開
催
地
と
な
る
神
戸
市
で
行
わ
れ
た
。
出
品
数
は
過
去
最
多
と
な
る
三
四
六
蔵
一
二

八
二
銘
柄
、
世
界
一
四
カ
国
五
七
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
県
内
酒
造

会
社
か
ら
は
上
位
五
％
程
度
が
受
賞
す
る
金
メ
ダ
ル
受
賞
酒
に
四
銘
柄
が
選
出
さ
れ
た
。
同

会
を
通
じ
て
は
、
酒
造
業
者
が
今
後
の
輸
出
戦
略
を
考
え
る
上
で
、
例
え
ば
白
ワ
イ
ン
に
対

抗
で
き
る
香
り
や
口
当
た
り
が
好
ま
れ
る
こ
と
な
ど
の
貴
重
な
情
報
も
得
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
灘
五
郷
酒
造
組
合
の
酒
造
会
社
で
は
、「
兵
庫
の
酒
」
を
国
内
外
に
広
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
た
。

菊
正
宗
酒
造
で
は
一
三
〇
年
ぶ
り
に
新
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
し
、
三
木
市
吉よ

川か
わ

特
Ａ
地
区
の
契
約
栽
培
に
よ
る
山
田
錦
の
み
を
用

い
た
、
洋
食
に
も
合
う
純
米
吟
醸
酒
と
し
て
発
売
を
開
始
し
た
。
白
鶴
酒
造
で
も
、
若
手
社
員
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
活
用
し
て
出
資
を
募
り
、
同
世
代
向
け
の
新
し
い
純
米
酒
を
開
発
し
た
。

　
「
灘
五
郷
」
は
平
成
三
十
年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
、
酒
類
の
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
：G

eographical Indication

）
と
し
て
国

税
庁
長
官
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
地
理
的
表
示
制
度
は
、
酒
類
の
確
立
し
た
品
質
や
社
会
的
評
価
が
産
地
と
本
質
的
に
つ
な

が
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
産
地
名
を
独
占
的
に
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
古
く
か
ら
存
在

す
る
ワ
イ
ン
の
原
産
地
呼
称
制
度
を
起
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

写真 50　�ワイン品評会ＩＷＣの審査会（神戸市）
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Ｇ
Ｉ
「
灘
五
郷
」
を
名
乗
る
清
酒
は
、
原
料
米
と
水
を
そ
れ
ぞ
れ
国
内
産
米
（
農
産
物

検
査
法
で
三
等
以
上
の
格
付
け
の
も
の
に
限
る
）
と
灘
五
郷
内
で
採
水
し
た
水
の
み
を
用
い
、

製
造
や
貯
蔵
、
消
費
者
へ
引
き
渡
す
こ
と
を
予
定
し
た
容
器
へ
の
瓶
詰
め
等
も
灘
五
郷
内

で
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
灘
五
郷
酒
造
協
同
組
合
内
に
新
設
さ
れ
た
「
地

理
的
表
示
管
理
運
営
委
員
会
」
の
下
で
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
正
し
い
産
地
で
あ
る

か
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
品
質
に
お
い
て
も
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
担
保
さ
れ
た
。

　
も
と
も
と
灘
の
清
酒
は
、
総
じ
て
味
わ
い
の
要
素
の
調
和
が
と
れ
て
い
る
こ
と
、
後
味
の
切
れ
の
良
さ
、
貯
蔵
し
た
も
の
は

秋
上
が
り
が
し
て
香
味
が
整
い
、
ま
ろ
や
か
さ
を
増
し
て
飲
み
飽
き
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
平
成
二
十
五
年

に
「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
、
国
内
外
に
お
け
る
日
本
産
酒
類
へ
の
注
目
が
再
び
高
ま
る
中
、

こ
の
地
理
的
表
示
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
灘
の
清
酒
の
広
い
認
知
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二　

�

新
時
代
に
対
応
す
る
地
域
の
商
業
力
強
化

本
県
商
業

の
概
況

平
成
二
十
八
年
に
お
け
る
本
県
商
業
の
全
産
業
（
非
農
林
水
産
業
の
う
ち
公
務
を
除
く
）
に
占
め
る
割
合
は
、
事
業

所
数
で
二
五
・
四
％
、
従
業
者
数
で
は
二
〇
・
五
％
で
あ
り
、
対
県
内
総
生
産
比
一
一
・
四
％
に
比
べ
て
大
き

な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
平
成
十
八
年
（
事
業
所
数
二
七
・
五
％
、
従
業
者
数
二
一
・
〇
％
）
や
同
二
十
四
年
（
事
業
所

数
二
六
・
〇
％
、
従
業
者
数
二
〇
・
七
％
）
と
比
較
す
る
と
、
事
業
所
数
と
従
業
者
数
の
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
比
は
緩
や
か
な
縮
小

傾
向
に
あ
っ
た
。

図 20　��GI 灘 五 郷 ロ ゴ
マーク（灘五郷酒
造組合提供）
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表 17　産業別事業所数及び従業者数

区分

事業所数（カ所） 従業者数（人）
平成18年 24年 28年 平成18年 24年 28年
下段は構
成比（％）

下段は構
成比（％）

下段は構
成比（％）

下段は構
成比（％）

下段は構
成比（％）

下段は構
成比（％）

非農林水産業（公務を除く） 237,107
100.0

218,302
100.0

213,519
100.0

2,215,707
100.0

2,166,453
100.0

2,195,891
100.0

鉱業、採石業、砂利採取業 69
0.0

52
0.0

36
0.0

593
0.0

397
0.0

296
0.0

建設業 19,460
8.2

17,992
8.2

16,851
7.9

137,288
6.2

120,283
5.6

110,137
5.0

製造業 21,271
9.0

19,407
8.9

18,155
8.5

428,857
19.3

416,276
19.2

404,201
18.4

電気・ガス・熱供給・
水道業

336
0.1

119
0.1

171
0.1

10,380
0.5

5,392
0.3

4,595
0.2

情報通信業 1,508
0.6

1,766
0.8

1,574
0.7

28,628
1.3

28,752
1.3

22,315
1.0

運輸業 5,238
2.2

5,345
2.4

5,316
2.5

123,705
5.6

132,502
6.1

130,719
6.0

卸売・小売業 65,672
27.7

56,671
26.0

54,143
25.4

479,893
21.7

448,226
20.7

449,366
20.5

金融・保険業 3,150
1.3

3,231
1.5

3,074
1.4

43,614
2.0

46,265
2.1

46,745
2.1

不動産業 13,014
5.5

15,389
7.0

13,765
6.4

41,356
1.9

57,529
2.7

54,456
2.5

学術研究、専門・
技術サービス業

209
0.1

7,880
3.6

8,250
3.9

11,160
0.5

55,617
2.6

62,841
2.9

宿泊業、飲食サービス業 35,594
15.0

32,406
14.8

31,496
14.8

209,777
9.5

233,811
10.8

228,205
10.4

生活関連サービス業、
娯楽業

20,562
8.7

18,684
8.6

18,423
8.6

108,271
4.9

103,704
4.8

96,619
4.4

教育、学習支援業 10,831
4.6

7,595
3.5

8,189
3.8

125,081
5.6

72,016
3.3

81,476
3.7

医療、福祉 15,633
6.6

16,064
7.4

18,964
8.9

246,696
11.1

276,170
12.7

321,523
14.6

複合サービス業 1,836
0.8

1,296
0.6

1,282
0.6

24,824
1.1

12,815
0.6

17,266
0.8

サービス業
（他に分類されないもの）

22,724
9.6

14,405
6.6

13,830
6.5

195,584
8.8

156,698
7.2

165,131
7.5

� （「事業所統計調査結果報告」「経済センサス」より作成）
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た
だ
し
実
数
で
み
る
と
、
平
成
二
十
年
代
後

半
以
降
に
は
商
業
全
体
の
事
業
所
数
、
従
業
者

数
と
も
に
増
加
へ
と
転
じ
た
。
ま
た
商
業
全
体

の
年
間
商
品
販
売
額
で
み
て
も
、
平
成
十
九
年

の
一
三
兆
二
六
九
三
億
円
（
卸
売
業
七
兆
七
八
二

〇
億
円
、
小
売
業
五
兆
三
八
七
三
億
円
）
か
ら
二

十
六
年
の
一
二
兆
一
〇
七
九
億
円
（
卸
売
業
七

兆
一
五
〇
七
億
円
、
小
売
業
四
兆
九
五
七
三
億
円
）

ま
で
減
少
が
続
い
た
が
、
そ
の
後
二
十
八
年
に

は
一
四
兆
三
七
九
四
億
円
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

一
方
で
売
場
面
積
は
平
成
十
九
年
の
六
二
五
五

平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
十
八
年
の
五
四
九
二
平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
一
貫
し
て
縮
小
を
続
け
て
い

た
こ
と
か
ら
、
売
場
面
積
当
た
り
の
販
売
額
は

平
成
二
十
年
代
後
半
以
降
に
大
き
く
回
復
し
た
。

　
卸
売
業
は
、
全
国
的
に
み
て
も
東
京
や
大
阪
、

地
方
の
中
核
都
市
へ
と
集
中
す
る
傾
向
に
あ
り
、

表 18　商店数、従業者数、年間販売額の推移

区分
事業所数（カ所） 従業者数（人） 年間販売額

（10億円） 売場面積（㎡） 売場面積当たり
販売額（10億円）

実数 指数 実数 指数 実数 指数 実数 指数 実数 指数
平成 6年 合計 82,149 100.0 471,693 100.0 18,018 100.0 5,029 100.0

卸売業 15,566 100.0 148,908 100.0 11,954 100.0 ─ ─
小売業 66,583 100.0 322,785 100.0 6,064 100.0 5,029 100.0 1.206 100.0

11　 合計 74,205 90.3 482,805 102.4 15,870 88.1 5,547 110.3
卸売業 14,375 92.3 135,361 90.9 9,752 81.6 ─ ─
小売業 59,830 89.9 347,444 107.6 6,118 100.9 5,547 110.3 1.103 91.5

16　 合計 66,265 80.7 445,928 94.5 12,915 71.7 5,897 117.3
卸売業 12,834 82.4 112,273 75.4 7,581 63.4 ─ ─
小売業 53,431 80.2 333,655 103.4 5,334 88.0 5,897 117.3 0.904 75.0

19　 合計 61,597 75.0 434,283 92.1 13,269 73.6 6,255 124.4
卸売業 12,094 77.7 107,552 72.2 7,782 65.1 ─ ─
小売業 49,503 74.3 326,731 101.2 5,487 90.5 6,255 124.4 0.877 72.7

24　 合計 41,261 50.2 308,730 65.5 12,560 69.7 5,676 112.9
卸売業 9,559 61.4 84,682 56.9 8,199 68.6 ─ ─
小売業 31,702 47.6 224,048 69.4 4,361 71.9 5,676 112.9 0.768 63.7

26　 合計 41,549 50.6 326,123 69.1 12,108 67.2 5,597 111.3
卸売業 9,329 59.9 78,838 52.9 7,151 59.8 ─ ─
小売業 32,220 48.4 247,285 76.6 4,957 81.7 5,597 111.3 0.886 73.5

28　 合計 42,050 51.2 352,423 74.7 14,380 79.8 5,492 109.2
卸売業 9,393 60.3 87,893 59.0 8,917 74.6 ─ ─
小売業 32,657 49.0 264,530 82.0 5,463 90.1 5,492 109.2 0.976 80.9

� （「兵庫県の商業」「経済センサス」より作成）
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本
県
の
年
間
販
売
額
は
全
国
シ
ェ
ア
で
約
二
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、繊
維・衣
服
等
卸
売
業
の
よ
う
に
全
国
シ
ェ

ア
が
比
較
的
高
い
業
種
も
あ
っ
た
。
ま
た
卸
売
業
者
は
神
戸
市
に
集
積
し
て
お
り
、
中
で
も
食
料
品
製
造
業
が
多
い
こ
と
を
反

映
し
て
、
農
畜
産
物
・
水
産
物
卸
売
や
食
料
・
飲
料
卸
売
の
構
成
比
は
比
較
的
高
く
、
県
全
体
の
三
割
前
後
を
占
め
て
い
た
。

し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展
は
物
流
の
高
度
化
と
と
も
に
消
費
者
の
行
動
様
式
を
大
き
く
変
え
、
地
域

商
業
全
体
に
お
い
て
は
「
中
抜
き
」
の
更
な
る
進
行
に
よ
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
他
方
で
、
本
県
小
売
業
の
年
間
販
売
額
の
全
国
シ
ェ
ア
は
四
％
前
後
で
あ
り
、
卸
売
業
の
約
二
倍
と
な
っ
た
。
特
に
ア
パ
レ

ル
関
連
（
織
物
・
衣
服
・
身
の
回
り
品
小
売
業
）
の
シ
ェ
ア
が
高
い
の
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
平
成
十
六
年
を
一
〇
〇
と

し
た
小
売
業
店
舗
数
で
み
る
と
、
二
十
四
年
に
は
五
九
・
三
ま
で
減
少
し
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
減
少
傾
向
は
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
地
域
別
で
は
西
播
磨
や
但た
じ
ま馬
、
淡
路
と
い
っ
た
中
山
間
地
域
、

形
態
別
で
は
商
店
街
及
び
そ
の
商
店
の
数
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
を
続
け
て
お
り
、
県
の
施
策
も
商
店
街
の
再
生
や
地
域
商
業
活
性

化
へ
の
支
援
と
い
っ
た
取
組
が
中
心
と
な
っ
た
。

小
売
業
を
取
り
巻
く

市
場
環
境
の
変
化

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
大
規
模
小
売
店
舗
法
が
海
外
か
ら
閉
鎖
的
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
と
の
批
判
を
受
け
、
平
成
十
年
に
生
活
環
境
へ
の
影
響
の
み
を
考
慮
す
る
現
行
の
大
規
模

小
売
店
舗
立
地
法
に
代
わ
っ
て
以
来
、
地
域
の
中
小
商
業
活
動
は
、「
保
護
さ
れ
る
時
代
」
か
ら
「
競
争
す
る
時
代
」
へ
と
転

換
し
た
。

　
こ
う
し
た
規
制
改
革
の
流
れ
の
み
な
ら
ず
、
長
引
く
景
気
低
迷
と
デ
フ
レ
、
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

後
継
者
不
足
は
、内
外
か
ら
中
小
小
売
業
者
に
対
し
て
様
々
な
課
題
を
突
き
つ
け
た
が
、当
初
の
競
争
相
手
で
あ
っ
た
百
貨
店・
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ス
ー
パ
ー
と
い
っ
た
全
国
の
大
型
小
売
店
も
ま
た
、
そ
の
販
売
額
は
平
成
十
年
以
降
減
少
を
続
け
、
二
十
年
代
か
ら
は
横
ば
い

状
態
に
入
り
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
平
成
二
十
九
年
の
販
売
額
は
、
十
年
の
ピ
ー
ク
か
ら
実
に
三
〇
％
以
上
の
減
少
と

な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
存
在
感
を
高
め
た
の
が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下
、
コ
ン
ビ
ニ
）
と
電
子
商
取
引
で
あ
る
。

　
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
の
販
売
額
は
平
成
十
二
年
の
六
・
七
兆
円
か
ら
二
十
年
の
八
・
一
兆
円
に
増
加
す
る
と
、
そ
の
後
二
十
九

年
に
は
一
一
・
八
兆
円
ま
で
更
に
上
昇
し
た
。
ド
ミ
ナ
ン
ト
戦
略
（
第
三
編
第
四
章
第
一
節
三
参
照
）
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟

店
オ
ー
ナ
ー
の
過
重
労
働
を
め
ぐ
る
深
刻
な
問
題
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
コ
ン
ビ
ニ
は
生
活
に
必
要
な
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
場
と
し
て
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
防
犯
活
動
や
災
害
対
応
な
ど
を
含
む
地
域
社
会
に
お
け
る
様
々

な
役
割
を
期
待
さ
れ
る
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
見
方
も
広
が
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
情
報
通
信
技
術
の
発
展
や
物
流
の
高
度
化
は
、
消
費
行
動
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
つ
つ

あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
は
価
格
競
争
が
激
し
い
こ
と
も
多
く
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
た
め
、
商
店

街
の
店
舗
経
営
等
へ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
（
企
業
と
消
費
者
間
の
取
引
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
は
、
平

成
二
十
九
年
に
は
一
六
兆
円
規
模
に
ま
で
拡
大
し
、
そ
れ
は
百
貨
店
と
ス
ー
パ
ー
の
合
計
額
に
迫
る
勢
い
と
な
っ
た
。
ま
た
、

全
国
に
お
け
る
通
信
販
売
の
対
小
売
総
額
シ
ェ
ア
は
、
平
成
十
二
年
の
一・七
％
か
ら
二
十
二
年
ま
で
の
一
一
年
間
で
三・四
％

と
倍
に
な
り
、
そ
の
後
も
二
十
七
年
に
四
・
六
％
、
三
十
年
に
は
五
・
六
％
へ
と
急
速
な
伸
び
が
目
立
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
う

し
た
通
信
販
売
の
急
増
に
対
し
て
、「
宅
配
ク
ラ
イ
シ
ス
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
商
品
の
配
送
を
担
う
宅
配
便

事
業
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
も
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
化

し
た
商
店
街
活
性
化
の
取
組

市
場
環
境
が
刻
々
と
変
化
す
る
中
、
本
県
の
商
店
街
数

は
、
平
成
二
十
八
年
ま
で
の
二
〇
年
間
で
約
三
割
、
商

店
数
で
は
約
四
割
減
少
し
て
お
り
、
商
店
主
の
高
齢
化
も
進
行
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
な
お
県
内
商
店
街
等
は
県
内
小
売
業
店
舗
数
の
約
五
割
を
占
め
て
お
り
、
未
だ
地

域
の
暮
ら
し
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。
過
疎
化
や
高
齢
化

と
い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化
と
と
も
に
、
商
店
街
に
は
、
物
販
な
ど
の
既
存
業
態
だ
け
で

な
く
、
身
近
で
か
つ
低
廉
な
創
業
の
場
の
提
供
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
の
活
用

な
ど
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

複
数
の
モ
デ
ル
区
域
で
は
、
商
店
街
を
中
心
に
周
辺
住
宅
地
も
含
め
、
商
店
街
の
活
性
化

と
町
の
再
整
備
を
総
合
的
に
講
じ
る
取
組
が
進
ん
だ
。

　
県
内
の
商
店
街
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
浸
透
や
商
圏
人
口
の
影
響
な
ど
か
ら
空
き
店
舗
が
増
え
て
、
一
体
性
が
薄

れ
た
こ
と
に
よ
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
難
し
く
な
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
地
域
に
と
っ
て
の
商
店
街
は
、
身
近

な
買
い
物
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
の
交
流
の
場
な
ど
地
域
の
公
共
財
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。
そ
の
た
め
県
で
は
、

商
店
街
の
再
生
に
向
け
、
空
き
店
舗
対
策
や
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
、
買
い
物
に
不
便
な
地
域
で
の
共
同
宅
配
、

後
継
者
の
確
保
、
外
国
人
の
誘
客
な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
き
め
細
か
な
施
策
を
実
施
し
、
地
域
の
社
会
的
課
題

の
解
決
と
元
気
の
創
出
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　
買
い
物
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施
は
、
消
費
需
要
の
喚
起
と
商
店
街
の
販
売
促
進
を
図
る
目
的
で
、
県
内
延
べ
一
六
四
の
商
店

（年）平成

図 21　本県商店街数の推移
 （「ひょうご経済・雇用白書」を参照して作成）
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街
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
商
店
街
で
買
い
物
を
す
る
と
、
購
入
額
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
（
プ
レ
ミ
ア
ム
二
〇
％

を
シ
ー
ル
で
付
与
）
が
発
行
さ
れ
、
配
布
し
た
台
紙
が
シ
ー
ル
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
次
回
の
買
い
物
で
金
券
と
し
て
利
用

可
能
に
な
る
と
い
う
も
の
で
、
県
は
ポ
イ
ン
ト
分
の
経
費
の
ほ
か
、
シ
ー
ル
や
台
紙
等
の
作
成
費
や
抽
選
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
費

用
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
た
。

　
神
戸
市
中
央
区
の
神
戸
元
町
商
店
街
が
行
っ
た
参
加
店
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
七
三
・
三
％
が
「
昨
年
の
同
時
期
に
比
べ
、
店

舗
の
売
上
げ
に
効
果
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
。
ま
た
、
消
費
喚
起
以
外
に
も
、
マ
ッ
プ
作
成
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
の
活
動
を

通
じ
て
、
商
店
街
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
商
店
街
の
事
業
者
間
の
連
携
を
強
め
る
効
果
が
認
め

ら
れ
た
。

　
「
ま
ち
な
か
再
生
」
は
、
商
店
街
と
周
辺
住
宅
地
、
地
域
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
展
開
し
た
。
空
き
店
舗
が
増
加
す
る
商
店

街
と
そ
の
商
圏
と
な
る
周
辺
住
宅
地
で
は
、
店
舗
の
集
約
化
に
よ
る
「
商
店
街
の
活
性
化
」
と
、
店
舗
跡
地
で
良
質
な
住
宅
等

を
整
備
す
る
「
ま
ち
の
再
整
備
」
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
モ
デ
ル
事
業
が
立
ち
上
が
っ
た
。
そ

の
モ
デ
ル
地
域
第
一
号
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、神
戸
市
灘
区
の
水
道
筋
商
店
街
で
あ
っ
た
。
地
元
商
店
主
が
主
体
と
な
っ
た「
水

道
筋
地
域
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会
」
を
平
成
二
十
七
年
に
設
立
し
、
翌
年
六
月
に
「
ま
ち
な
か
再
生
計
画
」
を
策
定
し
た
。
同

商
店
街
で
は
、
商
店
主
ら
が
店
の
魅
力
を
伝
え
る
「
商
店
主
リ
レ
ー
ツ
ア
ー
」
や
、
お
店
を
巡
っ
て
味
見
を
す
る
「
つ
ま
み
食

い
ツ
ア
ー
」、
商
店
街
の
話
題
を
詰
め
込
ん
だ
「
水
道
筋
か
る
た
」
の
大
会
と
い
っ
た
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々
な
集
客
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
ま
た
、
店
舗
の
継
承
・
復
活
に
向
け
た
事
業
プ
ラ
ン
を
考
案
す
る
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
起
業
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
新
規
出
店
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。
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県
に
よ
る
商
店
街
活
性
化
対
策
に
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
ア
ー
ケ
ー
ド
・
街
路
灯
な
ど
の
共
同
施
設
の
建
設
・
改
修
や
、
ま
ち

な
み
創
造
・
景
観
向
上
や
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
化
（
核
店
舗
や
専
門
店
が
軒
を
並
べ
て
集
積
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
す
る
こ
と
で
、

商
店
街
で
は
ア
ー
ケ
ー
ド
を
撤
廃
す
る
こ
と
も
あ
る
）、
老
朽
化
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
等
の
撤
去
な
ど
ハ
ー
ド
面
か
ら
の
支
援
も
含
ま

れ
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
神
戸
市
兵
庫
区
の
湊
川
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
修
や
、
姫
路
駅
前
小お

溝み
ぞ
筋
商
店
街
振
興
組
合

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
が
行
わ
れ
た
。

　
商
店
街
の
活
性
化
に
は
若
手
の
力
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
平
成
三
十
年
二
月
、
県
と
神
戸
市
の
連
携
に
よ
り
、
若
手
商
業
者

グ
ル
ー
プ
の
取
組
成
果
等
を
共
有
し
、
商
店
街
組
織
を
越
え
た
商
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
商
店
街
・
市
場
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
前
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
商
店
街
次
代

　
伊
丹
市
中
心
市
街
地
の
「
伊
丹
郷
町
」
は
、
酒
蔵
が
並
ぶ
景
観
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

バ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
（
チ
ケ
ッ
ト
制
の
飲
み
歩
き
・
食
べ
歩
き
イ
ベ
ン
ト
）
や
、
バ
ル
で
は
取
り
込

め
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
向
け
の
「
イ
タ
ミ
朝
マ
ル
シ
ェ
」（
月
に
一
度
の
日
曜
日
に
い
ろ
い
ろ
な

世
代
が
集
ま
る
場
づ
く
り
を
目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
、
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
年
中
開
催
す

る
こ
と
で
賑
わ
い
を
生
み
出
し
た
。
平
成
二
十
七
年
九
月
に
は
、
隣
接
す
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル

伊
丹
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
中
で
、
秋
の
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
同
店
内
で
は

地
元
の
季
節
商
品
の
販
売
等
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
取
組
は
イ
オ
ン
側
か
ら
の
要
望
を
き
っ
か

け
に
実
現
し
た
も
の
で
、
両
者
が
連
携
し
て
集
客
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
新
た
な
形
を
引
き
出

し
た
。

写真 51　伊丹まちなかバル（伊丹市提供）
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ネ
ル
（O

m
ni

（
全
て
の
）
＋Channel

（
経
路
・
販
路
））」
と
は
、
実
店
舗
や
通
販
サ
イ
ト
、
カ
タ
ロ
グ
誌
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
販

売
チ
ャ
ネ
ル
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
か
ら
で
も
同
じ
よ
う
に
商
品
を
購
入
で
き
る
環
境
の
こ
と

を
さ
す
。
小
売
業
や
流
通
業
な
ど
の
異
業
種
を
巻
き
込
ん
だ
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
化
の
流
れ
が
加
速
す
る
中
で
、
地
域
課
題
の
解

決
に
活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
例
え
ば
養や

父ぶ

市
で
は
、同
市
の
魅
力
や
特
産
品
を
発
信
す
る
通
販
サ
イ
ト「
や
ぶ
ら
ぶ
ウ
ォ
ー
カ
ー
」を
運
営
す
る
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
が
、
高
齢
者
等
の
買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
養
父
市
や
ヤ
マ
ト
運
輸
と
連
携
し
た
食
料
・
日
用
品
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
た
。
カ
タ
ロ
グ
を
見
た
高
齢
者
等
か
ら
の
電
話
注
文
を
事
業
に
参
加
す
る
地
元
商
店
に
伝
え
、
ヤ
マ
ト
運
輸
が
回
収
し

て
宅
配
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
し
ば
ら
く
注
文
が
な
い
と
き
の
安
否
確
認
な
ど
、
高
齢
者
の
見
守
り
機
能
も
兼
ね
て
い
た
。

の
担
い
手
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
街
コ
ン
（
男
女
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
）
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
だ
三
つ
の
若
手
商
業
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
、

若
手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
取
組
等
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
庁
が
選
定
す
る
平
成
三
十
年
「
は
ば
た
く
商
店
街
三
〇
選
」
に
、

兵
庫
県
が
推
薦
し
た
神
戸
元
町
商
店
街
連
合
会
が
選
ば
れ
た
。
青
年
部
を
中
心
と
し
た

若
手
の
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
採
用
し
た
情
報
発
信
や
、
若
手
の
活
躍
で
き
る
環
境
整

備
と
い
っ
た
、
若
手
商
業
者
に
よ
る
商
店
街
活
性
化
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
選
出
で
あ
っ
た
。

　
地
域
商
業
の
活
性
化
に
は
、オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
の
応
用
も
図
ら
れ
た
。「
オ
ム
ニ
チ
ャ

写真 52　��元町商店街の夜市（平成 28 年）（神
戸元町商店街連合会提供）
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三　

深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

兵
庫
県
の

就
業
構
造

平
成
十
九
年
か
ら
二
十
九
年
ま
で
の
間
に
お
け
る
兵
庫
県
の
就
業
者
数
は
、
途
中
二
十
四
年
に
約
一
〇
万
人
の

減
少
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
期
首
と
期
末
で
は
ほ
ぼ
変
わ
り
な
く
二
七
二
万
人
と
な
っ
た
。

　
そ
の
内
訳
を
産
業
別
構
成
比
で
み
る
と
、
第
一
次
産
業
は
平
成
二
十
年
代
に
入
り
と
う
と
う
二
％
を
割
り
込
み
、
第
二
次
産

業
で
も
二
七
・
二
％
か
ら
二
四
・
二
％
へ
と
三
ポ
イ
ン
ト
縮
小
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
第
三
次
産
業
の
就
業
者
比
率
は

六
六
・
八
％
か
ら
七
〇
・
七
％
へ
と
更
に
拡
大
を
み
せ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
部
門
の
雇
用
吸
収
力
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
さ
ら
に
業
種
別
従
業
者
数
の
構
成
比
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
と
二
十
八
年
を
比

較
す
る
と
、
第
二
次
産
業
は
製
造
業
（
マ
イ
ナ
ス
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
）
を
は
じ
め
全

体
的
に
減
少
し
、
第
三
次
産
業
で
も
先
述
し
た
卸
売
・
小
売
業
（
マ
イ
ナ
ス
四
・

九
ポ
イ
ン
ト
）
の
ほ
か
、情
報
通
信
業
（
マ
イ
ナ
ス
〇・三
ポ
イ
ン
ト
）、生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
や
娯
楽
業
（
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
）、
教
育
や
学
習
支
援
業
（
マ
イ
ナ

ス
一・八
ポ
イ
ン
ト
）
な
ど
で
は
縮
小
し
て
い
る
。
一
方
で
医
療・福
祉
（
プ
ラ
ス
三・

八
ポ
イ
ン
ト
）
や
学
術
研
究
や
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
（
プ
ラ
ス
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
）、

飲
食
店
・
宿
泊
業
（
プ
ラ
ス
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
）
は
一
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
経
済
部
門
の
中
で
も
こ
れ
ら
の
業
種
の
伸
び
率
が
一
際
目
立
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
大
き

表 19　県内の産業別就業者と男女別有業率

区分
構成比（％）

平成14年 19年 24年 29年
第1次産業 2.2 2.1 1.5 1.9
第2次産業 30.5 27.2 26.2 24.2
第3次産業 65.1 66.8 68.4 70.7

分類不能の産業 ─ 3.9 3.8 3.2
合計 100.0 100.0 100.0 100.0

県内就業者数（千人） 2,650 2,720 2,623 2,722

有業率
総数 55.7 56.7 54.5 56.6
男 69.6 69.6 66.4 66.8
女 43.1 45.1 43.8 47.6

� （「就業構造基本調査結果」より作成）
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く
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
緩
や
か
な
景
気
回
復

と
と
も
に
持
ち
直
し
、
平
成
二
十
七
年
度
に
一
・
〇
一

倍
と
な
っ
て
三
年
度
以
来
二
四
年
ぶ
り
に
一
倍
を
超
え
、

三
十
年
に
は
平
成
時
代
で
最
大
と
な
る
一
・
四
五
倍
を

記
録
し
た
。
平
成
二
十
一
年
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
有

効
求
人
倍
率
が
上
昇
す
る
間
、
有
効
求
人
数
は
約
二
倍

に
増
加
し
た
一
方
で
、
雇
用
環
境
の
改
善
も
あ
り
有
効

求
職
者
数
は
三
割
以
上
減
少
し
て
い
た
。
労
働
需
給
の

引
き
締
ま
り
と
と
も
に
人
手
不
足
の
状
況
が
顕
在
化
し

始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
景
気
回
復
に
よ

る
求
人
数
の
増
加
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
や
東
京
一
極

集
中
に
よ
る
人
口
減
少
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と

り
わ
け
、
大
学
進
学
や
就
職
を
契
機
と
し
た
若
者
の
転

出
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
の

た
め
、
い
か
に
し
て
彼
ら
を
地
元
に
定
着
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
す
る
か
が
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

た
。

（年度）平成

（年度）平成

図 22　有効求人倍率の推移と求人数 ｜求職者数のギャップ
 （「一般職業紹介状況」より引用）
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若
者
の
県
内
定
着
を
阻
む
要
因
の
一
つ
に
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
厳
し
さ
を
増
す
県
内
の
雇
用
環
境
の
悪
化
も
あ
る
。
正
社

員・非
正
社
員
の
推
移
を
み
る
と
、
本
県
の
正
社
員
数
が
平
成
四
年
の
一
六
六
万
人
か
ら
二
十
九
年
の
一
四
一
万
人
へ
と
一
五・

〇
％
減
少
（
全
国
で
は
九
・
三
％
減
少
）
し
た
一
方
で
、
非
正
規
社
員
は
三
九
万
人
か
ら
九
二
万
人
と
約
二
・
四
倍
（
全
国
で
は

約
二
・
五
倍
）
に
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
社
員
比
率
は
八
一
・
〇
％
か
ら
六
〇
・
五
％
と
約
二
〇
ポ
イ
ン
ト
下
落
し
、
非

正
規
社
員
の
割
合
は
四
割
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
非
正
規
雇
用
者
の
増
加
等
に
よ
り
、
雇
用
の
不
安
定
化
や
給
与
水
準
の

低
下
と
い
っ
た
問
題
も
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
働
き
方
の
多
様
化
も
進
ん
だ
。

　
人
口
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
本
県
に
と
っ
て
多
様
な
主
体
に
よ
る
就
業
参
画
は
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、

中
で
も
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
継
続
・
再
就
業
や
高
齢
者
の
も
つ
技
能
・
経
験
の
活
用
、
障
害
者
の
雇
用
拡
大
や
職
場
定
着
に
対
し

て
、
後
述
す
る
よ
う
な
様
々
な
支
援
策
も
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

労
働
力
不

足
の
要
因

本
県
の
労
働
人
口
は
、
新
規
求
人
数
で
経
済
・
雇
用
情
勢
が
企
業
の
生
産
活
動
を
中
心
に
緩
や
か
に
持
ち
直
し

た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
の
五
年
間
で
約
一
〇
万
人
（
約
三
四
％
）
増
加
し
た
。
し
か
し
、
新
規

求
職
者
数
は
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
で
約
七
万
人
（
約
二
四
％
）
の
減
少
を
み
た
。
求
職
者
減
少
の
構
造
的
な
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
は
、
本
県
の
課
題
で
も
あ
る
人
口
減
少
や
就
業
率
の
低
さ
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
若
者
の
流
出
等
で
あ
っ
た
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
人
口
動
態
の
変
化
に
よ
る
就
業
者
の
減
少
は
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
二
十
七
年
の
間
で

約
一
二
万
人
（
四
・
八
％
）
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
景
気
回
復
と
も
相
ま
っ
て
女
性
や
高
齢
者
を
中
心
に
進
ん
だ
労
働
参
加
に

よ
る
就
業
者
の
増
加
は
約
七
・
四
万
人
（
三
・
〇
％
）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
県
内
全
体
の
就
業
者
数
は
約
四
・
六

万
人
（
一
・
八
％
）
の
減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
地
域
別
就
業
者
数
を
み
る
と
、
阪
神
南
地
域
と
丹
波
・
北
播
磨
・
淡
路
と
い
っ
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た
多
自
然
地
域
を
中
心
に
大
き
な
減
少
率
と
な
っ
て
い
た
。
阪
神
南
地
域
で
は
、
団
塊
世
代
（
当
時
六
十
歳
代
後
半
）
の
減
少
に

加
え
て
、
三
十
～
四
十
歳
代
前
半
の
伸
び
率
の
鈍
さ
が
影
響
し
て
い
た
。

　
就
業
率
で
は
、
男
女
と
も
六
十
歳
代
を
中
心
と
す
る
高
年
齢
層
で
上
昇
し
て
お
り
、
女
性
に
つ
い
て
は
子
育
て
世
代
で
あ
る

三
十
～
四
十
歳
代
を
含
め
て
幅
広
い
層
で
の
向
上
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
七
年
の
就
業
率
に
つ
い
て
全
国
と
兵
庫

県
を
比
較
す
る
と
、
男
女
と
も
に
全
て
の
世
代
で
本
県
が
下
回
っ
て
お
り
、
特
に
三
十
歳
代
以
上
の
女
性
と
六
十
五
歳
以
上
の

男
性
で
乖
離
が
大
き
か
っ
た
。
同
年
の
全
国
順
位
で
は
、
本
県
の
女
性
の
就
業
率
四
五
・
二
％
は
第
四
五
位
、
六
十
五
歳
以
上

の
就
業
率
二
〇
・
五
％
は
第
四
四
位
に
位
置
し
て
お
り
、
経
年
比
較
で
は
そ
れ
ぞ
れ
向
上
し
て
い
た
も
の
の
、
全
国
的
に
は
未

だ
低
水
準
に
あ
っ
た
。

　
女
性
の
就
業
に
つ
い
て
、
本
県
は
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
」、
い
わ
ゆ
る
固
定
的

性
別
役
割
分
担
意
識
が
全
国
に
比
べ
て
高
い
傾
向
に
あ
り
、
保
守
的
な
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
県
内
の
女
性
の
就
業
率
は
、

丹
波
地
域
、
淡
路
地
域
、
北
播
磨
地
域
の
順
で
高
く
な
っ
て
お
り
、
総
じ
て
多
自
然
地
域
で
の
就
業
率
が
高
く
、
都
市
部
の
就

業
率
が
低
い
傾
向
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
歴
史
的
に
重
工
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
阪
神
間
や
播
磨
沿
海
地
域
で
は
、

相
対
的
に
男
性
の
所
得
水
準
が
高
か
っ
た
こ
と
と
全
く
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
平
成
二
十
四
年
の
調
査
に
お
い

て
子
育
て
中
の
無
業
女
性
の
就
業
希
望
率
は
五
〇
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
本
県
で
は
、
育
児
等
と
仕
事
の
両
立
支
援
な
ど
、
女

性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
都
市
部
を
中
心
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
。

　
人
手
不
足
業
種
で
上
位
を
占
め
る
の
は
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
保
健
師
、
看
護
師
」「
社
会
福
祉
（
保
育
士
等
）」
な
ど
福

祉
・
医
療
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
で
は
、
販
売
、
生
産
工
程
、
飲
食
物
調
理
、
建
設
・
採
掘
、
接
客
・
給
仕
な
ど
で
も
求
職
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と
求
人
の
乖
離
幅
が
大
き
か
っ
た
。
た
だ
し
「
事
務
」
で
は
、
大
幅
な
求
職
超
過
が
続
い
て
い
た
。

　
地
域
別
で
は
、
都
市
部
で
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
が
求
人
超
過
の
ト
ッ
プ
と
な
る
地
域
が
多
く
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
産
業
の
特
性
や
状
況
を
反
映
し
た
職
種
で
人
手
不
足
が
顕
著
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
北
播
磨
や
丹
波
は
他
地
域
に
比

べ
製
造
業
の
割
合
が
高
い
た
め
、
人
材
不
足
も
「
生
産
工
程
」
が
上
位
と
な
り
、
中
播
磨
で
は
姫
路
駅
前
の
再
開
発
な
ど
の
要

因
に
よ
り
「
販
売
」
の
不
足
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
但
馬
と
淡
路
で
は
「
接
客
・
給
仕
」
や
「
販
売
」
が
不
足
の
上
位
を
占
め

て
い
る
が
、
こ
れ
は
観
光
関
連
産
業
の
好
調
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
兵
庫
県
の
正
社
員
有
効
求
人
倍
率
は
、
平
成
二
十
一
年
以
降
は
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
全
国
よ
り
も
伸
び
が
鈍
く
、
二

十
九
年
七
月
時
点
で
も
一
倍
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
正
社
員
と
非
正
社
員
の
構
成
比
も
平
成
二
十
一
年
以
降
は
ほ
ぼ
一
定
で

推
移
し
、
景
気
回
復
は
必
ず
し
も
正
社
員
比
率
の
改
善
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
県
内
に
は
家
計
の
主
た
る
担
い
手
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
「
世
帯
主
の
非
正
規
雇
用
者
」
が
、
各
世
代
に
お
け
る
就
業
者
の
一
定
数
を
占
め
て
い
た
。

　
若
者
の
県
外
流
出
は
、
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
平
成
二
十
六
～
二
十
八
年
に
か
け
て
、
本
県
か
ら
他
県
へ

の
転
出
超
過
に
占
め
る
二
十
歳
代
の
若
者
の
比
率
は
六
九
・
七
％
か
ら
八
五
・
〇
％
へ
と
拡
大
し
た
。
ま
た
そ
の
中
で
も
、
二

十
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の
転
出
超
過
の
割
合
は
四
一
・
三
％
か
ら
五
四
・
七
％
へ
と
増
加
し
て
お
り
、
多
く
は
東
京
圏
（
東

京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
）
や
大
阪
府
に
転
出
し
た
。

　
平
成
二
十
二
～
三
十
採
用
年
度
に
か
け
て
の
大
卒
求
人
倍
率
の
う
ち
、
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
は
一
倍
を
大
き
く
割
り

込
む
一
方
で
、
三
〇
〇
人
未
満
の
中
小
企
業
で
は
三
～
八
倍
台
を
推
移
し
、
中
小
企
業
の
新
卒
採
用
難
は
深
刻
化
し
て
い
た
。

た
だ
し
従
業
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
県
内
企
業
数
も
全
国
の
二
％
程
度
で
あ
り
、
東
京
（
四
六
％
）
や
大
阪
府
（
一
〇
％
）
と
比
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較
し
て
劣
後
が
目
立
っ
て
い
た
。

　
ま
た
学
生
に
人
気
の
業
種
で
あ
る
「
金
融
業
、
保
険
業
」
及
び
「
情
報
通
信
業
」
の
企
業
も
東
京
に
偏
在
し
て
い
た
（
兵
庫

県
の
全
国
シ
ェ
ア
二
～
三
％
に
対
し
、
東
京
都
は
「
金
融
業
、
保
険
業
」
一
七
・
五
％
、「
情
報
通
信
業
」
四
一
・
四
％
）。
兵
庫
県
か
ら

県
外
へ
進
学
し
た
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
志
向
は
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
八
年
の
調
査
に
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
志

望
す
る
企
業
や
職
種
が
な
い
こ
と
や
給
料
が
安
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
一
〇
～
三
〇
％
挙
が
っ
て
お
り
、
規
模
や
業

種
の
偏
在
、
大
企
業
の
少
な
さ
と
い
う
学
生
な
り
の
実
感
が
そ
こ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　
一
方
で
、
平
成
十
九
～
二
十
五
年
の
大
卒
者
が
卒
業
後
三
年
以
内
に
離
職
し
た
割
合
は
三
〇
％
程
度
で
横
ば
い
に
推
移
し
た
。

そ
の
辞
職
理
由
の
上
位
に
あ
っ
た
「
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇
条
件
が
良
く
な
か
っ
た
」
は
「
賃
金
の
条
件
が
良
く
な
か
っ
た
」

を
上
回
っ
た
。
ま
た
平
成
二
十
九
年
に
な
る
と
、
兵
庫
県
出
身
県
外
進
学
者
で
も
二
八・五
％
に
Ｕ
タ
ー
ン
志
向
が
あ
り
、「
働

き
た
い
と
思
う
よ
う
な
企
業
が
多
く
で
き
る
」
や
「
志
望
す
る
職
種
に
就
け
る
よ
う
に
な
る
」
な
ど
一
定
の
条
件
が
整
え
ば
地

元
就
職
を
考
え
る
と
い
う
調
査
回
答
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
県
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
志
向
の
あ
る
第
二
新
卒
者

を
い
か
に
採
用
に
結
び
つ
け
る
か
が
重
要
な
若
年
雇
用
対
策
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。

女
性
や
高
齢
者
、
障
害
者
の

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

本
県
が
直
面
す
る
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
策
と
し
て
、次
の
よ
う
な
取
組
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
ず
、

女
性
の
雇
用
就
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月
、
兵
庫
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

神
戸
と
連
携
し
て
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
女
性
就
業
相
談
室
」に
窓
口
を
開
設
し
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
個
別
相
談
や
職
業
紹
介
等
を
実
施
し
た
。
ま
た
同
相
談
室
で
は
、
再
就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
（
女
性
の
就
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
や
再
就
業
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
（
女
性
就
業
い
き
い
き
応
援
事
業
）、
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教
育
訓
練
へ
の
支
援
（
育
児
・
介
護
等
離
職
者
再
就
職
準
備
支
援
事
業
）
も
実
施
さ
れ
、
相
談

窓
口
利
用
者
や
就
職
者
数
の
増
加
に
結
び
つ
け
た
。

　
高
齢
者
の
雇
用
就
業
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
定
年
延
長
や
継
続
雇
用
に
取
り
組
む
企
業

へ
の
支
援
と
し
て
、
兵
庫
県
雇
用
開
発
協
会
に
お
い
て
中
小
企
業
等
へ
の
高
齢
者
雇
用
管

理
に
関
す
る
相
談
支
援
や
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
設
計
支
援
の
た
め
の
出
前
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
た
。
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
広
域
連

携
体
制
強
化
と
市
町
を
越
え
た
広
域
受
注
開
拓
の
取
組
を
支
援
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
高
齢
者
の
能
力
や
経
験
を
生
か
し
た
就
業
機
会
創
出
の
た
め
、
高
齢
者
を
構
成
員

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
に
対
す
る
助
成
も
行
っ
た
。

　
障
害
者
の
仕
事
の
充
実
に
向
け
て
は
、
県
内
経
済
団
体
に
対
し
て
、
兵
庫
労
働
局
と
と
も
に
障
害
者
雇
用
の
拡
大
を
積
極
的

に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
特
例
子
会
社
（
障
害
者
の
雇
用
に
お
い
て
特
別
の
配
慮
を
す
る
子
会
社
）
等
の
設
立
等
の
支
援
、
障
害

者
の
就
業
体
験
機
会
の
提
供
や
中
小
企
業
等
に
対
す
る
相
談
・
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
就
業
面
・
生
活
面
が
一
体
と
な
っ
た
職
業
相
談
等
の
ほ
か
、
障
害
者
の
職
場
定
着
を
図
る
た
め
に
就
職
し

た
障
害
者
等
を
対
象
と
し
た
悩
み
相
談
集
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
、
法
定
雇
用
率
二
・
〇
％
の
達
成
を
目
指
し
た
。

も
の
づ
く
り
人
材

等
の
育
成
充
実

熟
練
技
術
者
の
退
職
や
若
者
の
も
の
づ
く
り
離
れ
が
進
み
、
製
造
業
の
事
業
所
に
お
け
る
技
能
系
社
員
が

不
足
す
る
中
で
、
本
県
が
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
の
職
業
能
力
を
高
め
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
産
業
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
①
次
代
を
担
う
人
材
育
成
、
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②
匠た

く
みの

後
継
者
育
成
、
③
技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
在
職
者
訓
練
な
ど
を
行
う
「
兵
庫
県
立

も
の
づ
く
り
大
学
校
」
の
「
教
育
研
修
施
設
」
を
平
成
二
十
三
年
四
月
に
開
設
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
姫
路
高
等
技
術
専
門
学
院
は
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校
姫
路
職
業
能
力
開
発

校
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
翌
年
度
に
は
、
中
学
生
を
主
対
象
と
し
た
も
の
づ
く
り
体
験
を

通
し
て
職
業
教
育
の
一
翼
を
担
う
「
体
験
施
設
」
も
供
用
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
平
成
二

十
一
年
に
は
熟
練
技
能
士
が
日
本
一
の
技
を
競
う
「
全
国
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
・
兵
庫
」
の

開
催
や
、「
ひ
ょ
う
ご
の
匠
」
の
出
前
講
座
の
開
講
な
ど
、
技
能
の
振
興
や
継
承
も
図
ら

れ
た
。

　
労
働
力
需
要
の
高
い
介
護
・
福
祉
分
野
、
情
報
通
信
分
野
等
で
は
、
民
間
教
育
訓
練
機

関
等
を
活
用
し
た
職
業
訓
練
も
実
施
さ
れ
た
。ま
た
、平
成
二
十
三
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
学
研
究
科
等
を
拠
点
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報
化
社
会
を
担
う
人
材
の
育
成
も
行
わ
れ
た
。

若
者
の
就
業

支
援
の
強
化

県
で
は
ひ
ょ
う
ご
・
し
ご
と
情
報
広
場
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
職
業
紹
介
に
至
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
が
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
、
職
業
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
よ
り
、
若
年
者
の
職
業
観
の
醸
成
に
も
努
め
た
。
未
就
職
の
若
者
に
対
す
る
就
労
支
援
で
は
、
ひ
ょ
う
ご
若
者
就
労
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
製
造
等
の
民
間
企
業
で
の
体
験
就
業
な
ど
を
通
じ
人
材
育
成
事
業
を
、
大
学
生
と
中
小
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
で
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
職
場
体
験
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。
翌
年
度
に
は
新
た
に
「
ひ
ょ
う
ご
応
援
企
業
」

就
職
支
援
事
業
を
開
始
し
、
兵
庫
の
若
者
を
積
極
的
に
採
用
す
る
企
業
の
開
拓
と
、
兵
庫
で
就
職
を
目
指
す
若
者
の
支
援
を
行

写真 54　県立ものづくり大学校の在職者訓練

第三章　グローバル化と力強い兵庫経済づくり

151



う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
（
進
学
や
就
職
で
大
都
市
圏
へ
移
住
し
た
地
方
出
身
者
が
再
び
出
身
地
に
移
り
住

む
「
Ｕ
タ
ー
ン
」、地
方
出
身
者
が
出
身
地
に
は
戻
ら
ず
出
身
地
近
く
の
都
市
に
移
り
住
む
「
Ｊ
タ
ー
ン
」、

出
身
地
と
は
別
の
地
方
へ
移
り
住
む
「
Ｉ
タ
ー
ン
」
の
三
つ
を
ま
と
め
て
称
し
た
も
の
）
就
職
に
向

け
た
取
組
と
し
て
、
県
外
大
学
（
東
洋
大
学
、
中
央
大
学
、
東
京
農
業
大
学
、
近
畿
大
学
）
と
の

就
職
支
援
協
定
の
締
結
や
、
兵
庫
の
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布
、「
ひ
ょ
う
ご
企

業
就
活
ガ
イ
ド
２
０
１
８
」
の
配
信
、
大
阪
で
の
合
同
説
明
会
開
催
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
地
域
へ
の
就
職
を
促
す
た
め
、
新
規
学
卒
者
及
び
Ｕ
Ｊ
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
の
面
接
旅
費
や
、
県
外
か
ら
採
用
し
た
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
者
の
転
居

費
用
を
負
担
す
る
中
小
企
業
に
対
し
て
費
用
の
半
額
を
補
助
し
た
。
さ
ら
に
は
、
県
内
中
小
企
業
の
人
材
確
保
や
若
年
者
の
県

内
就
職
・
定
着
を
図
る
た
め
、
若
手
社
員
の
奨
学
金
返
済
を
支
援
す
る
中
小
企
業
へ
の
補
助
も
開
始
し
た
（
平
成
二
十
九
年
一
月

募
集
開
始
）。
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
社
内
制
度
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
社
内
規
程
を
作
成
す
る
、
就
業
規
則
に
盛
り

込
む
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
の
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進

県
民
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
く
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
等
で
個
人
の
時

間
を
持
て
る
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
ひ
ょ
う
ご
仕
事
と
生
活
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
、
普
及
啓
発
・
情
報
発
信
事
業
、
相
談
事
業
、
研
修
計
画
・
実
施
事
業
な
ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
以
下
、

Ｗ
Ｌ
Ｂ
）
の
普
及
に
向
け
た
幅
広
い
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。
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同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
、
県
と
連
合
兵
庫
、
兵
庫
県
経
営
者
協
会
の

三
者
協
働
の
下
、「
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）」
の
取
組
を
推
進
す
る
全
国

初
の
拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
を
宣
言
す
る
企
業
を
登
録
し
、
専
門
家

派
遣
に
よ
る
経
営
者
・
人
事
労
務
担
当
者
へ
の
助
言
、
従
業
員
向
け
研
修
、
中
小
企
業

向
け
助
成
な
ど
を
通
じ
て
企
業
内
で
の
実
践
を
支
援
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
さ
ら
に
、

一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
企
業
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
が
顕
著
な
企
業

に
つ
い
て
は
表
彰
し
事
例
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
で
、
取
組
の
拡
大
を
図
っ
た
。

　
Ｗ
Ｌ
Ｂ
導
入
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
短
時
間
勤
務
制
度
や
就

業
時
間
の
繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ
、
育
児
休
業
制
度
の
導
入
を
行
っ
て
い
る
県
内
企
業

が
三
分
の
一
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
や
在
宅
勤
務
な
ど
、
柔
軟
な
勤
務
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
も
一
定
数
存
在
し
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
代
替
要
員
の
確
保
、
経
営
者
・
管
理
職
の
意
識
向
上
、
職
場
の
慣
習
の
変
化
等
の
課
題
も
挙
が
っ
た
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
伴
っ
て
働
き
方
も
多
様
化
す
る
中
で
、
本
県
で
は
政
労
使
が
一
体
と
な
っ
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。

四　

県
の
経
済
・
雇
用
活
性
化
に
向
け
た
取
組

ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
再
生
加
速
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
平
成
十
七
〜
十
九
年
度
）
の
策
定

県
は
、
平
成
十
三
年
に
策
定
し
た
「
ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
再
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
基
づ
き
、
五
万
人
の
し
ご
と
・
雇
用
創
出
を
は
じ
め
、
積
極
的
な
施
策
展
開
に
よ

写真 56　�ひょうご仕事と生活のバランス企業
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り
経
済
の
再
生
を
図
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
終
了
期
間
と
な
っ
た
平
成
十
六
年
度
末
時
点
で
、
経
済
再
生
の
取
組
は
よ
う

や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
急
速
な
国
際
化
の
進
展
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
踏
ま
え
、
企

業
活
動
や
雇
用
の
回
復
を
確
か
な
も
の
と
し
な
が
ら
、
兵
庫
の
経
済
社
会
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
す
べ
く
平
成
十
七
年
に
策

定
さ
れ
た
の
が
「
ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
─
ひ
ょ
う
ご
元
気
創
造
マ
ッ
プ
─
」（
平
成
十
七
～
十
九
年
度
）

で
あ
る
。

　
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
有
識
者
や
公
募
に
よ
る
参
画
者
で
構
成
さ
れ
た
「
ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
戦
略
会
議
」
に
よ
っ
て
検
討

が
重
ね
ら
れ
、
中
長
期
を
に
ら
ん
だ
経
済
再
生
に
つ
い
て
、
今
後
の
道
筋
、
県
政
の
基
本
姿
勢
、
三
カ
年
の
体
系
的
な
行
動
計

画
を
一
体
的
に
示
す
も
の
と
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
自
由
と
不
確
実
性
の
高
ま
り
が
隣
り
合
う
中
で
、
危
機

を
乗
り
越
え
好
機
を
生
か
す
た
め
に
、
兵
庫
の
強
み
や
個
性
を
生
か
し
た
「
産
業
活
力
と
豊
か
な
県
民
生
活
の
調
和
」
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
県
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
と
経
済
の
在
り
方
を
常
に
問
い
続
け
、
選
択
で
も
妥
協
で
も
な
い

よ
り
高
次
の
調
和
を
目
指
す
地
域
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
文
化
や
風
土
を
も
つ
地
域
こ
そ

が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
済
に
お
い
て
存
在
感
を
高
め
ら
れ
る
と
い
う
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
平
成
二
十
〜
二
十
二

年
度
）
の
策
定
と
「
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
推
進
本
部
」
の
設
置

平
成
十
四
年
頃
か
ら
続
く
史
上
最
大
の
景
気
拡
大
は
、
そ
の
実

感
が
伴
わ
な
い
面
も
見
受
け
ら
れ
た
。
好
景
気
の
恩
恵
を
被
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
一
部
の
企
業
や
業
種
、
地
域
で
あ
り
、
労
働
分
配
率
の
低
下
や
非
正
規
雇
用
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
所
得

や
消
費
は
本
格
的
な
回
復
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
景
気
が
拡
大
基
調
に
あ
る
こ
の
機
を
と
ら
え
、
元
気
な
兵
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庫
の
実
現
に
向
け
て
兵
庫
経
済
が
新
た
に
飛

躍
す
る
た
め
、
有
識
者
や
企
業
人
で
構
成
さ

れ
た
「
ひ
ょ
う
ご
経
済・雇
用
活
性
化
会
議
」

が
設
置
さ
れ
、
県
の
産
業
・
雇
用
政
策
の
基

本
方
向
や
産
学
官
民
が
協
働
し
て
取
り
組
む

経
済
成
長
の
シ
ナ
リ
オ
な
ど
に
つ
い
て
、
出

さ
れ
た
提
言
（
平
成
十
九
年
十
二
月
）
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
「
ひ
ょ
う

ご
経
済
・
雇
用
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
平

成
二
十
～
二
十
二
年
度
）
が
策
定
さ
れ
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
兵
庫
の
強
み
で
あ
る

も
の
づ
く
り
産
業
を
起
点
に
生
産
・
雇
用
・

消
費
の
好
循
環
を
創
出
す
る
こ
と
で
「
ひ
ょ

う
ご
経
済
一
・
二
倍
元
気
ア
ッ
プ
」
を
目
指

し
て
、
①
経
済
・
雇
用
分
野
に
お
け
る
県
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
及
び
具
体
的
施
策

の
方
向
を
示
し
、
②
県
民
、
企
業
・
事
業
者
、

表 20　兵庫県の経済・雇用活性化計画

計画名
ひょうご経済・
雇用再生加速
プログラム

ひょうご経済・雇用活性化プログラム ひょうご経済・
雇用活性化プラン

期間 平成17 〜 19年度 平成20 〜 22年度 平成23 〜 25年度 平成26 〜 30年度
目標・
目指す姿

新規事業開発・
創出2千件等

実質県内総生産
1.2倍

名目県内総生産
20兆円

「活力あるしなやか
な産業構造」の構築

計画の柱

回復基調の持続化
と新たな成長・就
業基盤の構築
①時代を拓く産
業・就業の場を生
み出す
②地域産業を再生
し、兵庫全体の活
力へつなぐ
③働く喜びを実感
できる社会をつく
る

景気回復から新た
な飛躍のステージ
へ
①成長産業の育成
と基幹産業の競争
力強化
②地域資源を活用
した交流の拡大
③多様で安定した
雇用就業の実現

東日本大震災から
の復興と経済のグ
ローバル化・成熟
化に対応した産業
構造の構築
①持続的成長を牽
引する基幹産業・
基盤技術型産業の
強化
②地域資源型産
業、観光・誘客型
産業の振興
③域内経済循環を
促進する産業構造
の構築
④地域人材力の強
化と雇用の安定・
確保
⑤地域経済の発展
基盤の形成

兵庫の成長を支え
る3つの強化戦略
①「産業力」強化：
成長産業分野での
飛躍、企業・産業
の変革、生活や地
域を支える産業の
活性化
②「人材力」強化：
働く場の確保創
出、職業能力の向
上、働きやすい環
境づくり
③「国際力」強化：
世界で活躍できる
企業・人の創出、
世界からの企業・
人の誘致、世界と
の取引環境の整備

� （「ひょうご経済・雇用活性化プラン」を参照して作成）
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大
学
・
研
究
機
関
、
地
域
金
融
機
関
、
産
業
雇
用
団
体
・
支
援
機
関
、
国
・
県
・
市
町
が
協
働
す
る
た
め
の
共
有
の
シ
ナ
リ
オ

と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
兵
庫
県
は
「
成
長
産
業
の
育
成
と
基
幹
産
業
の
競
争
力
強
化
」「
地
域
資

源
を
活
用
し
た
交
流
の
拡
大
」「
多
様
で
安
定
し
た
雇
用
就
業
の
実
現
」
に
重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
取
り
組
む
と
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す
る
世
界
同
時
不
況
に
よ
る
経
済
・
雇
用
情
勢
の
急
激
な
変
化
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
、
県
民
の
生
活
の
安
定
確
保
を
図
る
た
め
、
知
事
を
本
部
長
と
す
る
全
庁
的
な
推
進
体
制
と
し
て
、
同
年

十
二
月
に
「
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
体
制
下
に
お
い
て
、
県
は
中
小
企
業
等
の
資
金
繰
り
対

策
等
の
経
営
安
定
・
新
展
開
対
策
や
、
緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出
事
業
や
新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
等
の
雇
用
確
保
対
策
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
平
成
二
十
三
〜
二
十
五
年
度
）
の
策
定

世
界
経
済
の
緊
密
化
や
新
興
国
経
済
の
急
速
な
成
長
な
ど
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
進
展
す
る
一
方
、
国
内
で
は
人
口
や
消
費
が
縮
小
し
成
熟
化
が
進
む
中
、
歴

史
的
な
円
高
の
長
期
化
や
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
経
済
復
興
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
な
ど
、

兵
庫
県
を
取
り
巻
く
経
済
社
会
環
境
が
大
き
く
変
容
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
一
〇
～
二
〇
年
先
を
見
通
し
、
本

県
の
あ
る
べ
き
産
業
構
造
を
実
現
す
る
た
め
、
経
済
・
雇
用
分
野
で
の
県
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
具
体
的
施
策
を
示
す

も
の
と
し
て
、平
成
二
十
三
年
四
月
、県
は
「
新
経
済・雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
戦
略
会
議
」
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
た
「
ひ
ょ

う
ご
経
済
・
雇
用
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
平
成
二
十
三
～
二
十
五
年
度
）
を
改
め
て
策
定
し
た
。
そ
の
基
本
視
点
は
、
以
下
の

四
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
第
一
は
、
世
界
の
成
長
・
国
内
の
成
熟
化
へ
の
対
応
で
あ
る
。
海
外
の
成
長
を
取
り
込
む
た
め
、
科
学
技
術
基
盤
の
産
業
利
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用
促
進
等
に
よ
り
基
幹
産
業
を
強
化
す
る
一
方
、
域
内
で
は
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
の
成
長
加
速
や
商
店
街
の
再
生
等
に
よ
り

経
済
循
環
の
促
進
を
目
指
す
と
し
た
。

　
第
二
は
、
県
内
各
地
域
の
独
自
性
・
主
体
性
の
発
揮
で
あ
る
。
県
内
七
つ
の
地
域
経
済
圏
に
お
け
る
農
業
や
地
場
産
業
、
観

光
な
ど
地
域
の
個
性
と
魅
力
を
生
か
し
た
経
済
活
動
へ
の
取
組
が
、
豊
か
な
県
民
生
活
の
実
現
に
と
っ
て
も
重
要
と
さ
れ
た
。

　
第
三
は
、
本
県
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
中
小
企
業
の
活
性
化
で
あ
る
。
中
小
企
業
の
経
営
革
新
や
新
事
業
展
開
、
海
外
販

路
開
拓
等
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
地
域
金
融
機
能
の
円
滑
化
等
に
よ
り
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
た
。

　
第
四
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
我
が
国
産
業
基
盤
の
再
構
築
で
あ
る
。
東
日
本
の
生
産
活
動
の
停
滞
が
予
想
さ
れ

る
中
、
西
日
本
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
果
た
し
つ
つ
、
よ
り
分
散
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
産
業
基
盤
を
形
成
す
る
必
要
性
と
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
経
験
し
た
本
県
の
役
割
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。

ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
活
性
化
プ
ラ
ン

（
平
成
二
十
六
〜
三
十
年
度
）
の
策
定

平
成
二
十
五
年
か
ら
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
長
引
く
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
へ

の
期
待
が
高
ま
る
中
、
県
で
も
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
迅
速
に
呼
応
し
た
一
六
カ
月
予

算
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
兵
庫
経
済
の
反
転
攻
勢
に
向
け
て
、
ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
施
策
を
充
実

し
、
経
済
・
雇
用
全
般
に
わ
た
る
経
済
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
の
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
取
組
の
成
果
と
し
て
、
徐
々
に
輸
出
や
消
費
の
改
善
が
み
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
未
だ
企
業
規
模
や
業
種
、
地
域
に
よ

る
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
ま
た
非
正
規
雇
用
の
増
加
や
給
与
所
得
の
低
下
な
ど
構
造
的
な
変
化
に
よ
り
所
得
や
消
費
の
本
格
的
な

回
復
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
現
下
の
明
る
い
兆
し
を
確
実
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
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サ
ー
ビ
ス
経
済
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
時
代
潮
流
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
兵
庫
の
産
業
の
元
気
と
県
民
生
活
の
豊
か

さ
を
創
出
し
て
ゆ
く
た
め
、
有
識
者
や
企
業
人
で
構
成
さ
れ
る
「
ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
活
性
化
プ
ラ
ン
策
定
会
議
」
か
ら
の

提
言
を
受
け
て
、「
ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
活
性
化
プ
ラ
ン
」（
平
成
二
十
六
～
三
十
年
度
）
が
策
定
さ
れ
た
。

　
同
プ
ラ
ン
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
ひ
ょ
う
ご
経
済
活
性
化
の
取
組
を
推
進
し
て
ゆ
く
際
の
シ
ナ
リ
オ
と
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。
①
兵
庫
の
将
来
を
担
う
先
端
分
野
で
の
産
業
の
創
出
・
育
成
、
②
産
学
官
連
携
や
異
業
種
交
流
な
ど
を
通
じ
た
技

術
や
製
品
等
の
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
地
場
産
業
の
競
争
力
向
上
、
③
成
熟
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
生
活
や
地
域
に
密
着
し
た

産
業
の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、「
活
力
あ
る
し
な
や
か
な
産
業
構
造
」
を
構
築
す
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

本
県
の
強
み
で
あ
る
も
の
づ
く
り
産
業
と
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域
ご
と
の
産
業

特
性
や
地
域
資
源
、
個
性
あ
る
強
み
を
生
か
し
て
、「
産
業
力
」、「
人
材
力
」、「
国
際
力
」
強
化
の
施
策
展
開
を
図
り
、
産
業

の
活
性
化
、
雇
用
創
出
と
所
得
向
上
、
消
費
拡
大
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

第
二
節　

二
一
世
紀
に
お
け
る
兵
庫
の
農
林
水
産
業

一　

農
家
の
所
得
安
定
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
農
林
水
産
業
政
策
の
変
化

農
家
の
所
得

安
定
対
策

二
一
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
日
本
で
農
林
水
産
政
策
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
。
農
業
で
は
、
農
業
の
構
造

改
革
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
産
以
降
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
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